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日本 カメ ラ産 業 にお け る輸 出 マ ー ケテ ィング史

イ ム テ ィ ア ズ ・ホ セ イ ン ・モ ヒ ウ デ ィ ン

1は じ め に

日本 の カ メ ラ産 業 は 自動 車 産 業 や 鉄鋼 業界 の.ような超 大 規 摸 産 業 に比 較 し,

そ の規 模 は小 さ い が,同 じカ メ ラ産 業 で 国 際 比 較 す る と世 界無 敵 の 強 さ を もち,

しか も1964年 以 降 か ら現 在(1994年)ま で の 長期 間 に わ た って,日 本 カ メ ラ産

業 は世 界 カ メ ラ市 場 で の王 座 を守 り続 け て い る。

フ ラ ンスの タゲ ー ルが 世 界 最 初 の 写 真 機 を発 明 した の は,ユ839年 で あ った 。

翌 年1840年 には 日本 に写 真 機 が 渡 来 した 。 当 時 日本が 江 戸 時 代 で 鎖 国体 制で あ

る国 状 か らみ て驚 くべ き こ とで あ る 。

今 日,日 本 の カメ ラは 円本 の 輸 出 産 業 の プ レス テ ー ジ ・ア イ テ ム と して世 界

市場 の 隅 々 に まで 行 き渡 り,宇 宙 開 発 に まで 使 用 され てい る。 カ メ ラが 日本 を

代 表 す る国際 商 品 で あ る こ とは,誰 し も異論 の な い と こ ろで あ る。

1965年 旧 ソ連 の ミコヤ ン副 首 相 が 「日本 は カ メ ラ と トラ ン ジ ス ター ・ラ ジオ

の 分野 で 世 界 を征 服 した 。 これ は カ メ ラ帝 国 主義 の出 現 だ 」 と言 ったが,そ の

後 も幾.多の試 練 を経 な が らま す ま す 国際 化 し巨大 化 して い る こ とは事 実 だ。

1954年 に は 日本 の カ.メラ生 産台 数 は100万 台 に も満 たず,輸 出 は在 日米 軍 向

け を含 め て もわ ず か15万 台程 度 に過 ぎ なか っ た。 そ れ が な ぜ現 在 の よ うな輝 か

しい 地位 を 占め る こ とが 出来 た の だ ろ うか 。 「日本 人 は手 先 が器 用 だ 。 カ メ ラ

は 日本 に適 した 産 業 だ 。 日本 は労 働 力 が 豊富 で 賃 金 も総体 的 に安 い」 等 々。 こ

れ らの理 由が す べ て 当 た っ て い な いわ けで は ない し,単 に これ らの理 由だ.けで

は ない 。 カ メ ラを 作 り出 す た め の理 論 的,技 術 的 基礎 や基 礎 的工 業 力,必 要 な
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労 働 力 が な け れ ば 日本 の カ.メラ産 業 の 今 日の姿 は なか った だ ろ う。

第 二次 世界 大 戦 中,カ メ ラ メー カー は高 度 の技 術 を使 用 し光 学 兵 器 を 生 産 し

てい た こ とに よ り,戦 後 の カ メ ラ生産 に この技 術 が い か され,今 日の カ メ.ラ産

業 の 隆盛 につ なが た ご と も事 実で あ る。 しか しそ の 理 由 だ け で は 輸 出 産業 と し

て の 日.本カ メ ラ産 業 の今 日の発 展 を説 明 しきれ な い 。

技 術,機 械 及 び工 場 が優 秀 な 日本 の カ メ ラを 生 み 出 した背 景 に は,日 本 の カ

メ ラ産 業 発 展 の た め に一 生 懸 命 努 力 し,成 果 を 具 体 的 に 築 き上 げ てい った 多 く

の 人 々が 存 在 した 。 と りわ け輸 出 産 業 と して の 国 際 的 評価 をか ち とる変 遷 の過

程で は国 際 舞 台 で の先 駆 者 的 役 割 を果 た し,ま た技 術水 準 の 向上 や 輸 出検 査 業

務 に 陰 の力 と な った 多 くの人 々の 努 力 の 積 み 重 ね が あ.つた こ とに注 目 しな けれ

ば な らないD

本 稿 で は 日本 の カ メ ラ産 業.につ い て カ メ ラの 渡 来 か ら戦 前 に至 る歴i史を検 証

し,第 二次 世界 人 戦 後 再 建 され た1945年 か ら1965年 ま で の20年 間 にお け る輸 出

及 び輸 出 マ ー ケデ ィ ン グの 発 展 に つ い て述 べ る。 こ の論 文 の 目的 は マ ー ケ テ ィ

ン グの観 点 か らカ メ ラ産 業 の 輸 出 発展 の 各段 階 に お け る カ メ ラ メー カー の マ ー

ケテ ィ ング活 動 の 特 徴 を 明 白 にす る こ とに あ る。 さ ら に世界 最大 の カ メ ラ消 費

国で あ る米 国 市 場 に お い て,世 界 最 強 の輸 出国 ドイ ツを 相 手 に競 争 し,日 本 が

いか に輸 出 市 場 を 拡 大 し,輸 出 国 と して世.界一 の 地位 を 築 い て い ったか を論 述

す る。

II戦 前 の カ メラ 産 業

日本のカメラ産業が戦後輸出に成功した誘因の.基礎はすでに戦前にその萌芽

をみることができる。以下戦前の状況を述べていく。

第二次世.界大戦後の日本カメラ産業の隆盛は実にめざましいものがあ り,特

に民需用カメラの隆盛は第二次世界大戦後の ト数年問に築き.Lげ られた。戦前

には日本のカメラは国際舞台では存在価値があまりなかった。 しか し戦後の隆

盛は明治以前からの日本のカメラ産業の歴史の上に存在 していることも見逃せ
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な い 事 実 で あ る 。 以 下 詳 し く述 べ て い く。

〔D明 治以前:日 本 へのカメラ伝来

日本 へ 初 め て カ メ ラ が オ ラ ンダ船 に よ り渡 来 した の は1840年 で,タ ゲ レオ タ

イ プで あ った 。 世 界で 最 初 に カ メ ラが 作 られ て か らわ ず か1年 後 で あ るの は,

驚 くべ き事 実 で あ る。 翌1849年 には 薩 摩 藩 主 島津 斉 彬 が 水 戸 の 藩 主 徳 川斉 昭 に

この カ メ ラに つ い て手 紙 を送 付 して い る こ とか ら,日 本 はす で に写 真術 の研 究

を始 めて い た こ とが わ か る 。 明 治維 新(1868年)よ り20年 前,幕 末 世 情 騒 然 と

した時 期 で あ った が,長 崎 を通 じて西 洋 文 明 が 日本 へ 活発 に流 入 し始 めた 時代

で あ り,当 時 の 先 駆 者 と言 わ れ た 人.々は西 欧 の科 学技 術 の吸 収 に大 きな 関心 を

も ってい た 。 写 真 術 が 容 易 に受 け 入れ られ た の も この 素 地 が あ たか らで あ る と

考 え られ る。 当 然 写 真 機 は 非常 に高 価 で あ り,藩 主 ク ラ スか富 豪 しか 手 に入 れ

る こ とが で きず,一 般 の民 間 人 が写 真 を学 ぶ こ と は不 可 能 だ った。

文 久 二 年(1862年)上 野 彦 馬 が 長 崎 に,ド 岡 連 枝 が横 浜 に 日.本で 初 め て 写 真

館 を開 設 した 。 そ の後 主 要都 市 に写 真 館 が 開 設 さ れ,.日 本 人 の写 真 師 が 誕 生 し

た 。

明 治 中 期 ユ890年代 に な っ て乾 板 が 出 現 す る まで 写真 術 はす べ て 湿板 で あ り,

露 出 時 間 は 晴 天 で速 くて も6-7秒,曇 りで は40～50秒 とか な.りの秒 数 を必 要

と し.たけれ ど も,写 真 館 だ け で な く報 道 関係 で も使 用 さ れ,1869年(明 治2

年)の 函 館 戦 争,1872年(明 治5年)の 東 京 ・横 浜 間 の 鉄 道 開 通 式,ユ877年

(明 治.10年)の 西 南 戦争 の写 真 が 現 存 して い る。

写 真術 が 日本 に 初 め て伝 来 して か ら明 治維 新 まで の約20年 間 で は タゲ レオ タ

イ プに よ る銀 板 写 真 機,タ ル ボ ッ ト法 の紙 陰 画写 真 機,ア ー チ ャー の発 明 した

湿板 写真 機 の3系 統 の カ メ ラ に分 類 で き る。 銀 板 写 真 は1854年(安 政4年)に

高 木 四 郎 に よ って 撮 影 され た 島 津 斉 彬公 の もの(8×11cm)及 び.当時 日本 に

居 住 して い た外 国 入 に よ って 撮 影 さ れ た ものが 現 存 し,紙 陰画 写真 は 島津 斉 彬

自身 が撮 影 した と いわ れ る鹿 児 島 減 等 の 写真 が現 存 してい るが 当 時 の 日本 で は
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普 及 しなか った 。 主 に使 用 さ れ た の は1857年(安 政4年)頃 渡 来 した湿 板 写 真

で あ った。

湿板 写 真 機 は,長 四 角 の 木 箱 の前 面 に レ ンズ を取 り付 け る形式 と,暗 箱 に蛇

腹 系 を使 用 し組 み 立 て る 形式 の2種 類 が あ り,長 期 間 に わ た り カ メラ の原 形 と

な った 。 当 時 カ メ ラの感 光材 料 薬 品類 は輸 入 に頼 って い たが,木 製 暗 箱 や 取枠

な ど は 日本 の 指 し物 師 に よ り徐 々 に製 作 され た ㌔

② 明治,大 正時代の 円本 カメラ事情

1868年(:明 治 維 新)か ら1884年(明 治17年)頃 まで は 湿板 写真 機 の時 代 で あ

り,.一 部 国 産 暗 箱 を使 用 す る もの が あ っ たが,写 真 器 材 はほ とん ど輸 入 に依 存

して い た。 日本 人 に よ る写真 材 料 専 門店 と して はユ87ユ年(明 治4年)東 京 日本

橋 に 開業 した 浅 沼 商 店,1873年(明 治6年)東 京 麹 町 に創 業 して翌 年 口.本橋 本

町 に移 転 した 小 西 本 店 が 二 大先 駆 者 と して あ げ られ る。彼 らは そ の後 目本 写 真

産業 の.発達 に大 きな 役割 を果 た してい る。

1885年(明 治B年)頃 以 降,乾 板 が 出 現 す る と携 帯 に便 利 な.手提 げ 暗 箱 へ の

需 要 が 高 ま り,フ ァ イ ン ダ ーや シ ャ ッ ター を 備 えた カ メ ラが 誕 生 した 。 更 に

.田90年(明 治23年)に は,イ ー ス トマ ン 社 製 の ロー ル フ ィ ル ム を使 用 した

[No.1,K。dakCamera]が 浅 沼 商 店 に よ って 輸.入され,ロ ー ル フ ィル ムの 出

現 が 日本 で 知 ら れ る よ う に な った 。 ロー ル フ ィル ムが 日本 で 本 格 的 に使 用 され

始 め た の は1901年(明 治34年)以 降 で あ る 。

1903年(明 治36年)小 西 本 店 が アマ チ ェ ア用 の 国産 手 提 げ 暗 箱 第 一号 とい う

べ き[チ ェ リー 手提 げ 暗 函](名 刺 判5.4×8.3cm)を,翌 年 に は 同 じ名 称 の

手 札 板 を発 売 した。 これ ら は乾板 使.用の ボ ック ス カ メ ラで 簡 易 低廉 な アマ チ ュ

ア向 け カメ うで あ る。 そ の 後 日露 戦争 に よ る好 景 気 に支 え られ て アマ チ ュア の

カメ ラ熱が 勃 興 し,蛇 腹 式 を加 え て 数 々 の手 提 げ暗 箱 が 造 られ た。 ただ し初 期

の 手提 げ 暗箱 は欧 米 製 品 の 模 倣 が 大 部分 で あ っ た。

1)「 日本 カメ ラ.L業 史一H本 写 真 機:L業 会30年 の 歩 み」6ペ ー ジ じ
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1909年(明 治42年)に 小 西 本 店 は 〔パ ー ル手 提 げ 暗 面〕(8.3×10.94cm)

を 発表 した。 これ は乾 板 ロー ル フ ィル ム兼 用 機 と して 最 初 の もので あ る。 明 治

の 末期 頃 に な る と海 外 の 大 勢 は ロー ル.フィル ム カ メ ラ に移行 し,小 型 カ メラの

流 行 の 兆 しが 見 え て きた 。 そ の 背景 に は化 学 産 業 技 術 の 展 開 に よ る機 械 生 産 ・

コス トダ ウ ンの動 きが あ った が,日 本 の カ メ ラ産 業 は まだ そ の域 に達 して い な

か っ た。

明 治 期 を通 観 す る と,一 方 に営 業 写真 館 の 開設 が 相 つ ぎ,他 方 で は後 期 に始

ま る アマ チ ュア写 真 熱 の勃 興 が 見 られ,カ メ ラ生 産 の面 か ら は ボデ ィば 国産 化

が 進 ん だ もの の,レ ンズ,シ ャ ッタ ーは す べ て 海外 か らの輸 入 に依 存 し,主 な

カ メ ラ メー カー と して は小 西 本 店 一 社 で,し か も手 工業 の規 模 で あ った 。

大 正 時 代 は 日本 の カ メ ラの黎 明期 とい え る。1914年(大 正3年)に は じま っ

た 第 一 次 世 界 大 戦 に よ っ て,ド イ ツだ け で な く西 欧 諸 国か らの 輸 入 が 困 難 に

な った ことか ら,ま ず 化 学 薬 品 の 国産 化 が 国 策 と して 奨励 さ れ た。 写 真 業 界 で

も カメ ラ,レ ンズ,現 像薬 品 の西 欧 か ら の輸 入 が 途 絶 し,米 国か らの輸 入 で 間

に合 わ せ た 。 しか し この 時期,日 本 の写 真 工 業,光 学一1.業の 自主 生 産 を促 し,

大 戦 中の 好 景 気 が カ メ ラの 需 要 を高 めた こ と もあ って,写 真 関係 企 業 の設 立 が

相 次 い だ 。

1919年(大 正8年 〉小 西 本店 は各 所 に散 在 して い た協 力 工 場 を東 京 淀 橋 の 六

桜 社 に集 中 し,感 光材 料,カ メ ラ,各 種 写 真 用 製 造 の 総 合工 場 と して整 備 を始

め た。1917年(大 正6年)に は光 学 兵 器 の製 造 を主体 に した 日本光 学 機 械 が,

1919年(大 正8年)に は メ ガ ネ レ ンズ と映 写 用 レ ン ズ製作 の旭 工 学,顕 微 鏡 を

生 産 す る高 千 穂 製 作 所(現 オ リ ンパ ス),写 真 印 画 紙 を生 産 す る オ リエ ンタ ル

写 真 工 業 が 設 立 され た 。

大 正 時 代 の カ メ ラは 国 産 カメ ラで は,乾 板 用 ハ ン ドカ メ ラ(三 脚 を使 用 せ ず

手持 ちで 撮 れ る カ メ ラ)が 全 盛 期 を迎 え,数 多 くの機 種 が小 西 六 本店 か ら発 売

され た。 大 正 末 期 にな る と ロー ル フ ィル ム専 用 のハ ン ドカ メ ラ(「 パ ー ル2号 」

.大 正12年)も 発表 され た 。 ロー ル フ ィル ム は乾 板 に比 べ,軽 く携帯 に便 利,破

調
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損 しに くい,連 続 撮 影 に便 利 な どの 多 くの利 点 が あ るが,画 質 面 で 若 干劣 り,

価 格 が 高 く,仕 上 げ 処 理 が 厄 介 で,一 枚 写 してす ぐ結 果 が 見 られ な い等 の欠 点

が あ り,特 に値 段 が 高 い 点 で 日本 で は普 及 が 遅 れ て い た 。 しか し この フ ィル ム

の使 用 を促 進 した の は,19ユ4年(大 正3年)頃 か ら輸 入 され は じめ た イ ー ス ト

マ ン コダ ック社 の 「ベ ス トポ ケ ッ トコ ダ ック」 で あ った 。 この カ メ ラ は価 格 が

手 頃で 携 帯 に便 利 とい うこ とで 好 評 を博 した 。 これ に影 響 を受 け,大 正14年 小

西 六 本 店 が,「 ベ ス トポ ケ ッ トコ ダ ック」 と コ ンテ ッサ ・ネ ッテ ル社 の 「ピ コ

レ ッ ト」 の 長 所 を 取 り入 れ た ベ ス ト判 フ ィ ル ム使 用 の全 金 属 製 「パー レ ッ ト」

を発 表 して そ の 後 改 良 を 重 ね 戦前 の ベ ス トセ ラー 機 とな った。

大 正 末 期,第 一 次 世.界大戦 後 ドイ ツ製 カ メ ラが 日本市 場 に殺 到 した 。 当 時 ド

イ ツの レ ンズ と カ メ ラは 世界 最 高 と評 緬 され,日 本 の カ メ ラ店 に は ドイ ツの 一

流 メ ー カー 製 品 が ず ら りと並 ん だ㌔

㈲ 昭和初期 ～第二世界大戦終戦

昭和 初期 の 日本 経 済 は1929年(昭 和4年)の 世界 恐 慌 の波 に巻 き込 まれ,激

しい不 況 に 陥 っ たが,や が て1931年(昭 和6年)の 満 州 事 変 の勃 発 に よ る軍 需

景 気 に よ っ て脱 出,カ メ ラの 需 要 も増 大 した。 昭 和 初期 の 国産 カ メ ラ は,乾 板

又 は乾 板 ・ロー ル フ ィル ム兼 用 の ハ ン ドカ メ ラが 主流 で あ り,そ れ まで の 手 札

型(83×10.8cm)は ネ ガサ イ ズ が 多 か った が,大 名 刺 判(6,5×9.Ocm)に 移

行 して い た 。 ロー ル フ ィル ム機 で は,ベ ス ト判(4.2×6.5cm)の パ ー レ ッ トが

好 評 を 得 て い た。 こ の 時期 に,.一 般 カ メ ラ熱 を助 長 した俗 に 「円 カ メ ラ」(一

円 で買 え る カ メ ラ)と い わ れ た初 心 者 用 カ メラが 流 行 した 。

ドイ ツで は第 一 次 世 界大 戦 後 カ メ ラ産 業 は好 況 を続 けた が,大 正 末 期 に カ メ

ラ メー カーが 乱 立 して,生 産過 剰 とな り過 当 競 争 に陥 った 結 果5社 が合 同 した。

1926年 カ ー ル ・ツ ァイス の提 唱 に よ り,イ カ,コ ンテ ッサ,ネ ッテ ル,ゲ ル ツ,

エ ネ ル マ ンの有 名 な5社 が 合 同 して ツ ァイス ・イ コ ン社 が 設立 され た。 彼 ら は

2)「 日本カメラ..丁業 史一日本写真機[業 会30年の歩み」6-8ペ ージ。
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過 当競 争 をや め,技 術 を結 集 した結 果 ロ ー ル フ ィル ム カ メ ラ 「イ コ ン タ」 を発

表 した。 ドイ ツが 新技 術 を使 った 高性 能 の カ メ ラ を発 表 した の で これ に刺 激 さ

れ て 海外 メー カ ー は次 々 と二 眼 レ フを発 表 した 。 そ の 当 時 日本 は ドイ ツか ら の

カメ ラ輸 入量 は米 国 に次 い で2位 で あ った 。

この よ うに 昭 和 初 期(1926年 ～34年 頃 ま で)は,乾 板 使 用 カ メ ラ,ロ ー ル

フ ィル ム カ メ ラが 入 り乱 れ て壮 観 を呈 した が,い ず れ に して もカ メ ラ の小 型 化,

商 品化 へ の傾 向 が 大 き くうか が わ れ,こ れ が また カ メ ラの大 衆 化 を促 す も ので.

あ った。

日本 政府 の光 学 兵 器 国 産化 の 要請 に よ り,各 日本 メー カー は研 究 を 進 め,カ

メ ラの 重 要部 品 の 国産 化 に と り くみ,日 本 独 自の カ.メラの 誕 生 を促 した 。 国産

レ ンズ の 開 発 は,光 学 兵 器 国 産 化 の要 請 もあ って 日本 光 学 工 業,小 西 六 本 店

.〔〔1925年(大 正10年)小 西 本 店 を改 組 設 立 〕 の製 造 部 門 で あ る六 桜 社,オ リ

エ ン タル 写真 工 業,高 千 穂 製 作所,東 京 光学 機 械,モ ル タ.合資 会 社,富 岡 光学

研 究所,旭 光 学 合 資 会社,井.ヒ 光 学 な どで 研 究 が 進 め られ た 。

国 産 レ ンズ,シ ャ ッター は,.1931年(昭 和6年)日 独 写 真 機.商店 が改 組 され

た モ ル タ.合資 会 社(現 ミノ ル タ)が2枚 バ ネ式 の0番 シ ャ ッター,リ デ ック ス

(T.B.1.1/2,1/3,1/5,1/10,1/25,1〆50,1/100,1/200秒)の 製造 に成 功 し,小

西六 本 店 も1932年(昭 和7年)に は 自社 製 シ ャ ッター を 同社 の カ メラ に取 り付

け る よ うに な った 。 翌 年 に な る と,精 工 舎 が バ リオ型0番 の マ グナ シ ャ ッター

を 開 発,1935年(昭 和10年)に は ドイ ツ 製 の コ ンパ ー そ っ く りの セ イ コー

シ ャ ッタ ーの 生 産 を開始 した3,。

こ の模倣 か ら始 め る カメ ラ製 造 は,こ う して 次 第 に 輸.入品 の水 準 に迫 って い

き,ド イ ツ製 との価 格 差 もあ り,日 本 製 カ メ ラの 国 内販 売 は急 速 に伸 びた 。 第

二 世 界 大 戦 が勃 発 し,カ メ ラ メー カー も軍 需 産 業 へ 転換 し,双 眼 鏡 潜 望 鏡 な

ど光 学 兵 器 の み の 製造 に 限 られ,新 製 品 製 造 は お こな わ れず,国 内市 場 に は中

古 品 のみ が あ っ か わ れ た。 しか しこの 軍 事 技 術 によ り,戦 後 の急 速 な カ メ ラの

3)『 日本カメラ工業史一日本写.真機.L業会30年の歩み』8-9ペ ージ。
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技 術 発 展 の 基礎 が作 られ た の は疑 い の ない こ とで あ る 。
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戦 前の 日本 の カ メ ラ産 業 の 特 徴

1。 他 の先 進 国 に比 べ 産 業 と して 発 展 す る の が お くれ た。

2.日 本 は世 界 で 二 番 目の カメ ラ輸 入 国 で あ っ た。

3.第 一 次 世界 大 戦 が 日本 の カ.メラ産 業 国産 化 の ター ニ ン グポ イ ン トで あ っ

た 。

4.昭 和 初 期 にな って.一般 の 人 が カ メ ラ を買 う よ う にな り カ メ ラ産 業 の 国内

市 場 が 広 が った 。

5.戦 前 は 日本 の カ.メラは輸 出産 業 に な る まで に は発 展 して い なか った 。

当 然 輸 出 マ ー ケテ ィ ング活 動 は全 然 なか った 。

III輸 出 産 業 と して再 建 され た カ メ ラ産 業

戦 前 の 日本 は カ メ ラ輸 入 国 で あ った 。 戦 後 日本 の カ メ ラ産 業 の 隆盛 は め ざ ま

しい もの で,戦 後 わ ず か の間 に築 き上 げ られ た もので あ る。輸 出 に 関 して は戦

前 に お い て は あ ま り見 るべ き もの が な か っ た。 一 般 的 に戦 前高 級 カ メ ラは ドイ

ツ 製 品で あ り,日 本 カ メ ラ業 界 は輸 入組 み 立 て が 主 体 で あ ったり 日本 製 力.メラ

が 戦.後短 期 間の うち に急 激 に進 歩 し,国 際 市 場 に進 出 で きる よ うに な った の は

戦 時 中 光 学 兵 器 の 開 発 経 験 に よ る と ころ が 大 きい 。 戦 時 中光 学 兵 器 の 製造 に

よ って 鍛 え られ た精 密 工 業 の技 術 を,戦 後平 和 産 業 に生 か して 光 学 機 械 生 産 に

当 た った た め,つ い に 世界 を驚 嘆 させ る光学 機 械 で あ る カ メ ラ を海 外 に 輸 出 す

るに至 った。 終 戦 に よ る光 学 関係 技 術 者 の輩 出 は 中小 カ メ う メー カ ー の 乱立 を

もた ら した 。

第二 次 世界 大 戦 後1952年 当時 の カ メ ラ メー カー を 規 模 別 に見 てい くと,光 学

.器械 器 具.及び レ ンズ 製 造 業 で は490社 あ る なか で7社 を の ぞ い た483の 企 業 が

200人 以 下 で,さ ら に143社 は3人 以 下 の 零細 規模 で あ る こ とが わ か る。 この こ

とは カ メ ラ の製 造 工 程 の特 殊 性(部 品 の 数 が 多 く,組 立作 業 も多 くの 手 が い

.
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第1表 光学機械関係工場,規 模 別構成

従業.員数 事業所数 従業者数 製 造 品III}荷額
1甲.位:干 円)

4～9人 144 914 306,817

光 10-19 116 1,545 682,254

学機
20～29 30 693 292,445

械
器

30-49 30 1,147 482,017

具 50-99 12 788 348,407

蕾 lOO～199 7 1,083 509,887

響 200-499 7 4,108 2,881,077

蔓
500一.999 0 0 0

製 1,000人 以.ヒ 1 X X

造
業

.合 計 347 10,228 5,002,994

3人 以下の もの 143 342 190,578

4-9人 106 684 225,513

葺

10-19 73 975 440,422

お 20-29 34 822 443,182

昏 30～49 23 890 449,307

映 50～99 18 1,258 941,443

画
用

100～199 15 2,128 1,759,229

羅
200～499 ユ5 4,927 4,671,749

器 500-999 2 2,825 2,745,824

具
製

1、000人 以 上 1 X X

造業 合 計 287 14,509 11,676,669

..一..一.

3人 以下 96 228 50,703

出所=1953年 「工業統計』

る)に よ る もので あ る。 この 当 時,カ メ ラメ ー カ ーは技 術 革 新 に よ る専 門 的 部

品 の マ ス プ ロ と ア セ ン ブ ル方式 な どが 導 入 され て お らず,か な りの細 か い 手 作

業 が不 可 欠で あ った の で,中 小 規 模 の カ メラ メー カー の存 在 が 非 常 に重 要 で あ

り,戦 後 の カ メ ラ産 業 の 輸 出 の発 展 を 下か ら さ さ え,発 展 の1つ の 原動 力 に

な っ た。 しか も カ メ ラ ・ブー ム と国 内生 産 を.刺激 した。(表1)

更 に1953年 の カ メ ラ全 生 産 の95%を 占 め る22社 の 調査 に よ って,部 品,外 注

別で カ メ ラの 製 造 工 程 を み て い く と,素 材 を購 入 しすべ て の工 程 を 自家 工 場 で
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部 品 レ ンズ シ ャ ッ タ ー

.外注依存度

硝

子

生

地

硝

子

加

工

そ

の

他

ζ

歩

歩

.支

ギ

ヤ

1

ネ

ジ

そ

の

他

0-1%以一 ド

1～10%

11-20

21-30

31-40

41～50

51-60

61-70

71～80

81-90

91-100

3

1

14

4

3

2

3

2

6

5

2

2

6

4

1

ユ

2

10

2

2

1

1

3

10

4

1

1

ユ

11

5

1

1

2

1

7

日本 カメラ産業における輸 出マーケティ ング史

第2表 部 品 別,外 注 度 別 会社 数

ボ

ダ ブ 機

械

加

工

レ

ス

イ

カ

ス

ト

5

5

3

2

2

1

1

2

1

1717

2.

デ

ネ 機;

ジ 械
加.

ビ エ

ス 他

14

31

2

1

2

9

3

1

2

り
Q

n∠

1

2

ユ

(409)75

フ

ァ

イ

ン

ダ

ー

鍍塗

金装

5

3

3

2

1

7

2

12

1

11.

8106

出所:産 業合理化 審議会

こなず メー カー は な い 。 部 品 の数 が 非 常 に多 く外 注,下 請 け に依 存せ ざ る をえ

ない 。 企 業 関 連 は 複 雑 で あ っ た。 外 注 との 関係 は 生 産量 お よ び形 式,仕 様 の 変

化 に よ って 一 定 は して い ない が,カ メ ラ メー カー は 製造 工 程 のか な りの部 分 で

外 注,下 請 け に頼 って い た4)。 した が っ て戦 後 日本 の カ メ ラ産 業 の 復 興.及び発

展 の た め に は,多 くの小 規 模,零 細規 模 の カ メ ラメ ー カ ーの存 在 は必 要 不 可 欠

で あ っ た。(表2)

日本 の カ メ ラ メ ー カー は輸 出市 場 で 安 易 に成 功 した わ けで は な く,政 府,組

合,カ メ ラ メー カー が 一 体 とな って 目標 達 成 に全 力 をあ げ たか らで あ る。 特 に

輸 出が 開始 当 初 は多 くの 困難 をか か え,各 カ メ ラメ ー カ ー の計 画 は政 府 の 輸 出

促 進 計 画 目標 達 成 に程 遠 か っ た。 さ ら に輸 出 成功 の モ デ ル と して 日本 の カ メ ラ

メ ー カ ー を考 察 す る と,奇 跡 的 な輸 出 市 場 で の発 展 を単 純 な要 因 で 分 析 す る こ

4)『 カメラ製造業の実態分析」31-36ペ ージ。
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と はで きな い 。 あ る.見解 で は 日本 政 府 が 企 業 を 指 導 して,さ ら に カ メ ラ メ ー

カー に対 して多 額 の補 助 金 を与 え た こ と,あ るい は.L場 労働 者 の 低 賃 金 と労 働

者 の モ ラー ル の 良 さ を この 要 因 にあ げ て い る。 さ らに 日本 が 貿 易 障壁 で 海外 か

らの 競 争相 手 を 日本 市 場 か ら締 め 出 して い る こ とや 国 内 で 高 価 格 を 不 当 に維 持

し利 益 を稼 ぎだ し,そ の余 剰 金 を輸 出 に振 り向 け海 外 の 競 争 相 手 を 圧倒 して る

こ と を要 因 と して上 げ る学 者 もい る。 日本 人 は海 外 の 製 品 を 模倣 し盗 作 す る才

能 が あ り,欧 米が 開.発した 商 品 を改 良 し欧 米 の オ リジ ナ ル商 品 よ りも機 能 的 に

優 れ た 製 品 を作 り上 げ て る こ とが 要 因 と して一般 的 に言 わ れ,日 本 の 奇 跡 的 な

発 展 の説 明 が なさ れ て い る。

しか し1945年 ～65年 の カ メ ラの輸 出市 場 で の 成功 は,上 記 の要 因だ けで は 十

分 に は解 明 され ない 。 さ らに分 析 を してい く為 に,こ の20年 間 を(A)輸 出 市 場

へ の 参入 以 前 と(B)輸 出市 場 参 入後 の輸 出マ ー ケ テ ィ ン グ ・ミ ック ス とに大 き

く二分 し,(A)と(B)と を さ らに細 か く論 述 して い く。

A.輸 出市場への参入以前の活動

第 二次 世 界 大戦 後 の 国 内.市場 で の ミク ロ,マ ク ロ環境 の発 展 は 日本 カ メ ラ産

業 の 基礎 を 固 め,1951年 以 降 の 輸 出市 場 参 入 へ の 大 きな助 力 に な った 。 以 下 に

日本 カ メラ産 業 の 輸 出 市場 へ の参 入 の準 備 段 階 で あ る五945年か ら1953年 まで に

つ い て考 察 してい く。

〔1)一 般 的 国内 状 況

戦後 の カ メ ラ生 産 は初期 にお い て はC・P・0(米 軍 中 央購 買局,後 の1・C・

E)の 買 い付 け に よ っ て漸 増 しそ の後 朝 鮮 戦 争 を 契 機 と して,景 気 の 好 調 に

よ っ て 国 内販 売 力 の伸 張 は い ち じる し く,つ い に爆 発 的 な まで の増 加 を示 す に

至 っ た。 光学 器 械 の 中で 手 提 げ カメ ラの生 産 増 加 は けた はず れ に著 し く,1952

年 に はつ い に戦 削 の最 高 を上 回 り,し か もそ の後 の増 加 傾 向 は 直線 的 な上 昇 を

見 せ,1955年 度 に は100万 個 を突 破 す る に至 っ た 。 戦 後 の 最 高 生 産 は1952年 に

戦 前 最 高 で あ っ た194ユ年 の 約10倍 に達 した。 戦 前 の カ メ ラ メー カー は10数 社 に

潮
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過 ぎず 生 産 量 も そ の 最 高 時 〔1939年 ～41年)に お い て 年 間約15万 台 に 過 ぎ な

か った。 戦 後 の カ メ ラ生 産 は 量 的 に い っ て も,近 代 化 され た そ の 内容 か ら言 っ

て も.特別 な発 展 を とげ た 。 戦 後 初期 に お け る需 要 ぽ進 駐 軍 関係 者 に よ る もので

戦 時 中 の貯 蔵 資 材 を 使用 してC・P・0向 け に生 産 す る メー カ ーが あ る反 面,戦

前 の カ メ ラ を購 入 し,修 理改 装 を お こ な って 販 売 す る個 人 的 な企 業 が 数 多 く存

在 した 。 これ ら個 人企 業 は品 不 足 の 中で 高 収 入 を納 め,そ の後 完 全 な メー カー

に な る もの が 多 か っ た。 当時 に おい て は需 要 が 旺盛 に もか か わ らず 国 内 市場 で

は購 買力 が 少 な か っ た ので 安 い 中古 品 あ るい は 中小 メー カー の粗 悪 品 が 売 れ,

一流 メー カー の 新 製 品が 売 れ ない とい う奇 妙 な 現象 を示 した
。 当 時 の状 況 は全

くの混 乱 期 で あ り,C・P・0向 け の生 産 で は消 費 者 か らの情 報 が 得 られ な か っ

た の で,ど の 機 種 を 生 産す べ きか も不 明 の 状 態 で,そ の後 の 隆盛 は思 い も よ ら

な い こ とだ った。

「写 真機 生産 の様 相 」一 国 民経 済研 究協 会編 『写 真 機 生 産 の様 相 』 の1947年

の 記事 に は,次 の よ うな カメ ラ産業 の実 態 が 述 べ られ て い る。

「現 在 の 需 要 を 考察 す る と国 産 写 真 機 の 市 価 は10割 課 税 を加 算 して セ ミ

パ ー ル(小 酋六 製)級 で3,500円 内 外,キ ャ ノ ン カ.メラ級 で13 ,000円 内外

と な らざ る を得 な い あ りさ まで あ るか ら…… 国 内 の市 場 を失 って い る と見

るべ きで あ る。従 って現 在 お よび 近 い 将 来 の写 真 機 工業 は輸 出 と,課 税 の

ない 進 駐 軍 関係 者 の需 要 とを 目標 とす る産業 へ性 格 が 変 わ って い くと考 え

られ る。 … … 多 数 の 国産 写 真 機 の 中,輸 出 向 け と して いず れ が よい か とい

う こ と は現 在 で は全 く未 知 の よ うで あ る。即 ち販 売 業 者 の 話 を総 合 す る と

国 内 で 進駐 軍 関係 者 に よ く売 れ るの は キ ャ ノ ンで あ る の に反 し進 駐 軍 将 兵

が 提 行 して 来 た もの は 画 拡6×6cm級 の 大 型 の もの も多 く見 受 け る状 態

で あ る。 そ して 昭和22年 第 二 四 半期 にGHQか ら輸 入 許.町され た もの は 画

拡6×6cmが300個,4.5×6cmが3,600個,2.4×3.6cm級 が310個,そ の

他2,410個 とい う状 態 で 必 ず しも画 拡2.4×3.6cm級 の小 型 写 真 機 の 需 要

が 多 い とい うこ とはで きず.ま た距 離 計 その 他 諸 装 置 付 きの 高級 写 真 機 だ
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けが輸 出 品 と して絶 対 的 だ とい う こ と もで きない よ うで あ る。」5〕

(2)日 本 の カメ ラ輸 出 に対 す るGI.1Qと 政 府 の 方針

第 二 次 世界 大 戦 直後 日本 製 カ メ ラは 米 国か らの食 料 輸 入 の 見 返 り物 資 と して

進 駐 軍 の納 入 を義 務 づ け られ た 。.般 用 は 出 回 ら なか った 。1948年GHQ指 令

で カ メ ラ産業 は次 の よ うに規 制 され た。

a .輸 出用 だ け の生 産 許可

b.国 内 向 け は特 需 に限 って許 可

c .メ ー カー に割 り当 て られ輸 出及 び 国 内特 需 が メー カー の 生 産 能 力 あ る い

は 生 産予 定 量 に達 しない 場 合 は それ に 見合 うよ うに生 産 を 縮小 す る こ と。

こ の よ うに 終 戦 直後 の カ メラ工 業 は 輸 出,特 需(米 国 進 駐 軍 向 け)の 産 業 と

して再 出 発 した。 そ の後 間 もな く国 内 販売 も許 可 され 自由 販 売 が 復 活 して 業 界

は活 況 を呈 し始 め た,,輸 出 重 点 の 政府 方 針 は継 続 され,資 材 の 割 り当 て を輸 出

実 績 に照 ら して決 め られ,各 社 と も輸 出 に力 を入 れ た 。1949年1月 に は輸 出 品

取 締 法 の 施行 規則 が 公 布 され,写 真 機,映 写 機 等 の 輸 出 機械 器 具19品 目 の 国営

検 査 が 行 わ れ る こ とに な っ た。 同年 為 替 レー トが ユ ドル360円 に 単 一 化 され 資

材 の 割 り当 て,貿 易 金融 につ い て の優 遇 処 置 が と られ た 。 ユ952年 と1953年 の国

内 不 況 に よ り,政 府 は カ メ ラ産業 を伸 ばす 重 要 性 を 痛 感 し,重 要輸 出産 業 に指

定 した。 それ 以 降 日本 は 戦前 の カメ ラの輸.入国 か ら輸 出 国 へ と発 展 し,世 界 を

制覇 す る カメ ラ工 業 国へ と変 革 してい った 。

〔3〕国 内 ブ ー ム と輸 出へ の第 一歩

戦 後 の カ メ ラ産業 が輸 出向 け産 業 と して 再 出 発 してか ら しぼ ら くの 問 は,新

し く生 産 され た カ メ ラの ほ とん どが 輸 出 ま た は 特 需 に 向 け られ,国 内 市 場 には

在 庫 品,中 古 品 の ほか 例 外 的 に少 量 の 新 品 が 供給 さ れ る に と ど ま り,あ とは進

駐 軍 か らの横 流 れ 品が 販 売 され る程 度 で あ った が,1949年 に な る と 自由 販 売 へ

の移 行 と と も新 品 方メ ラが 数 多 く国 内 市 場 へ と出 回 って くる。 しか し同 年 いわ

ゆ る ドッジ ラ イ ンの実 施 に よ り国 内 で は 有 効 需 要 が減 少 し,海 外 市 況 の不 振 に

5)『 カメラ製造業の実態分析」11ページ。
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よ る輸 出 の停 滞 な どで 産 業 部 門は 過 剰 生 産 恐慌 の兆 候 が 出始 めて い た 。 写 真業

.界 も この 影 響 を受 け,感 光 材 料 の値 崩 れ,カ メ ラの 輸 出 不 振 が 問 題 化 しつ つ

あ った。

ユ950年 に勃 発 した 朝 鮮 戦 争 は 日本経 済 を活 性 化 し,カ メ ラ産業 も例 外 で は な

か った 。 朝 鮮 動 乱 に よ る カ.メラ産 業 へ の 直接 的 な効 果 は 国連 軍 大 部 隊 の 日本 及

び朝 鮮 へ の駐 留 に よ る カ メ ラ需 要 で あ り,次 に は 国 内景 気 の盛 り上 が りに よ る

内 需 の増 大 で あ る。 当 時 日本 の カ メ ラ業 界 を賑 わ した 話 題 の 一つ に理 研 工 学 工

業(現 リコ ー)に よ る二 眼 レ フが あ る 。他 の機 種 が2万 円 以上 で あ った の に,

この カ メ ラ は本 体 が5,800円,ケ ー スが1,500円 とい う廉価 で,し か もよ く写 る

とい うこ とで 好 評 を博 し,プ レ ミアが 付 い て売 られ る とい うブ ー ム を起 こ した 。

そ の 後195ユ 年,152年 と二 眼 レ フの新 製 品 が 続.々 と発 売 され,一 流 メー カー の

製 品 のみ な らず,い わ ゆ る四畳 半 メ ー カー に よ る粗悪 品が 生 まれ,あ る時 期 に

は ブ ラ ン ド名 の 頭 文字 が アル フ ァベ ッ トのAか らZま で 二 眼 レフだ けで 揃 う と

言わ れ る程 で あ った。 当 時 は二 眼 レフだ けで な くセ ミ判,6x6判 の ス プ リ ン

グ カ メ ラ,16ミ リカ メ ラの 分野 で も数 多 くの新 機 種 が 現 れ,カ メ ラブ ー ム を現

出 した。

国 内 の カ メ ラ需 要 は 堅調 を維 持 し1953年 に は 二 眼 レ フ,ス プ リ ング カ メ ラが

中心 に活 躍 した。1952年 に は新 しい 時 代 の カ メ ラの 誕 生 を み た。 旭 光 学 の 「ア

サ ヒフ レ ック ス1」 で,国 産 は 初 の35ミ リ一 眼 レフ の登 場 で あ る 。そ の後 日本

カ メ ラ業 界 が..・眼 レ フを 中 心 に飛 躍 を と げつ い に世 界市 場 を 制覇 した 。この1

号機 の誕 生が 日本 カ メ ラ史 に歴 史 的 な.・頁 を飾 っ た瞬 間で あ る。

B.輸 出マーケテ ィング ・ミックス とカメラ産業

輸 出市 場 で 日本 の カ メ ラ メー カ ー の成 功 した も う一 つ の 要 因 は,マ ー ケ テ ィ

ング の4P活 動 〔製 「冒1,価 格,チ ャネ ル,プ ロモ ー シ ョ ン〕 を うま く統 合 した

こ とで あ る。 輸 出 市場 浸 透 の初 期 の段 階 で は 最終 顧 客 に た い して,市 場 占拠 価

格 戦 略,流 通 の 各段 階で は 高マ 「 ジ ン戦 略 を推 し進 め た。1951年 頃 米 国市 場 で
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は,依 然 と して 日本 製 カメ ラにた い して 安 物 の イ メー ジ が あ り,米 国 デ ィス ト

リ ビ ュー ター は 日本 製 カメ ラを取 り扱 お うとせ ず,日 本 カメ ラメ ー カ ー は まず

この 問題 を克 服 しな けれ ば な らなか った 。

日本 カ メ ラ メ ー カー は,日 本 市 場 で も成 長 し海 外 市 場 の 経 験 を積 む に した

が って,海 外 市 場 で の競 争 す る手 段 も変 化 して きた 。 市 場 に 出 来 る だ け広 い範

囲 に販 売 す るた め,輸 出 チ ャ ネ ル 面 で は最 初 の 市 場 目標,デ ィス ト リビ ュー

ター の選 択,現 地 販 売組 織 戦 略で 徐 々 に米 国 市 場 で の 流 通 範 囲 を拡 大 して い っ

た 。 そ れ らの 戦略 のベ ー ス に消 費 者へ のサ ー ビス を最 優 先 さ せ る こ とが,競 争

相 手 に勝 利 す る最大 の要 因で あ った 。 以 下 に さ らに詳 し く述 べ て い く。

(D輸 出 市 場 の 一般 的状 況

朝 鮮 動 乱 ぽ勃 発 後 一年 に して停 戦 会 談 が 開 か れ,1953年 に歴 史的 な休 戦 協 定

で終 わ った 。 競 走 欧 米諸 国 の軍 拡 景 気 も下 火 にな り日本 カ メ ラの輸 出 も減 少 気

味 に な った 。1951年 か ら1953年 の カ メ ラ ブー ムの 中 で4畳 半 メ ー カ ー と呼 ば れ

る 零細 企 業 が 乱立 した けれ ど も,こ の不 況 で 次 第 に 倒 産 す る企 業 の数 が 多 く

な っ た。 激 しい競 争で 近 代 設 備 と高 度 の技 術 を持 った大 手 の企 業 が 強 み を 発揮

して来 た 。 同 年 カ メ ラ産業 は政 府 か ら輸 出 重 要 産 業 に指 定 され た 。.1954年 に光

学 機 械 工 業 会 か ら写真 機 部 会が 独 立 し日本 写真 機工 業 会 が 設 立 され た 。 この 工

業 会 は輸 出 振 興 を 主 な 口的 と して カ.メラ業 界 の体 質改 善 を進 め,カ メラ シ ョー,

フ ォ トキ ナ な どでPR活 動 を お こな った 。

日本 写 真 機 検 査協 会 も発 足 し,ユ954年8月 か ら輸 出 カメ ラ全 部 につ い て 検 査

が 開始 され た 。 検査 協 会 の発 足 は,海 外 か ら も歓迎 の 目を もっ て むか え られ た

が,米 国 を 中心 にそ の発 足 をPRす るた め,ポ ピ ュ ラー,フ ォ トプ ラフ ィー 誌

に は,検 査 協 会 発 足 の 大 が か りな広 告 が 掲 載 され た 。 この 頃か ら 日本 の カ メ ラ

の広 告 が,米 国 主 要 輸 入 業 者1M社 に よ る共 同広 告 と 日本 カメ ラメ ー カー の 特

集記 事 が ポ ピ ュ ラ ー,フ ォ トプ ラ フ ィー誌,USカ メ ラ誌 な どに相 次 いで 掲 載

さ れ,日 本 カ メラ メー カー の 米 国へ の進 出 に大 き な役 割 を 果 た した。'.

翌 年か ら検 査 台 数 は一 ヵ月 で2万6千 個 に た っ した けれ ど も,そ の半 数 がJ
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年度 輸出検査個数 JCE向 け

監955

1956

256,000

442,000

66%

10%

資料;1世 界 の カメ ラ」93ペ ー ジ

CE(旧CPO,ジ ャパ ン ・セ ン トラ ル ・エ ク ス チ ェ ン ジ)向 け で あ っ た。

1956年 に は 日本 の カ メ ラ産 業 は特 需 産業 か ら輸 出産 業 へ と急 速 に発 展 した。 輸

出検 査 量 を見 る と,輸 出 量 が 急増 した だ けで な くJCE向 げが 激 減 し輸 出 向 け

が増 加 した こ とが 明 らか で あ る%(表3)

この輸 出量 の 急 増 の 要 因 の 一つ は,映 画 用 撮 影 レ ンズが 検 査 品 目に 入 った こ

とで あ る。1956年 には 全 検査 数個 数 の 半分 を 占 めた こ と は8ミ リ関係 の上 昇 を

示 してい る。 日本 で 検.査済 み の カ メラが 輸 送 中の振 動 で 故 障 す る事 故 が 多 か っ

た の で,1957年4月 か ら は振 動 試 験 を加 え た 。 検 査 手 数 料 はFOB価 格 の

9/1000で あ った け れ ど,検 査 数 増 加 に と も な う収 入 を カ メ ラ業 界 に還 元 す る

こ とに な り,同 年 に4,5/1000に 引 き 下 げ られ た%

. CPO向 け販 売 が 好 成 績 で 日本 型 カ メ ラはい ち早 く米 国 の消 費 者 に親 しまれ

る よ う に な った 。 当 時 日本 は米 国 の 占領.Fで あ り,日 本 の輸 出 に対 してGHQ

も協 力 的 で あ った 。 日本 カメ ラが 米 国 市 場 に参 入 で きた も う一 つ の 要 因 に米 国

の輸 入 業 者 や販 売業 者 の大 半 が ユ ダ ヤ人 で あ った こ とが あ げ られ る。 ドイ ツに

よ る第 二 次 世界 大 戦 で の ユ ダヤ人 虐 待 が あ り,彼 らは ドイツ に対 す る本 能 的 反

感 を抱 い て お り,ド イ ツ製 カ メ ラ に対 抗 して進 出 し始 めた 日本 型 カ メ ラを 好 意

的 に輸 入 した と言 わ れ て い る。 これ らの理 由で,日 本 製 カ メ ラの 最 初 の 輸 出先

は 米 国市 場 で あ った 。

1952年 米 国 市場 で の 輸 入 カ メ ラの わず か8%が 日本 型 で あ り,東 西 ドイ ツ の

.卜分 の.一に す ぎ なか っ た。 当 時 米 国 で の 日本 製 高 級 カ メ ラ は ラ イ フ,ポ ピ ュ

6)『 世 界 の 日本 カ メラ』46-47ペ ー ジ.

の 「世 界 の 日本 カ メ ラ」93-94ペ ー ジ 。
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ラー フ ォ トグ ラ フ等 の.各紙 に紹 介 され た けれ ど も米 国市 場 で の 日本 の シ ェ アは

まだ まだ 小 さ か っ た。 米 国 にお け る ドイ ツ製 品 と 日本 製 品 の当 時 の価 格競 争力

を見 る と

コ ン ッタ クスF1.5=417ド ル,ラ イ カF2.8=348ド ル,

ニ コ ンF1.4=380ド ル,キ ャ ノ ンF1.8=284ド ル

と 日本 製 品 の 方が1-2割 安 く十分 対抗 で きる力 を もって い た が,米 国 内 にお

け る販 売 網 が確 立 され てい なか った ので,品 質 と価 格 面 で は勝 って い て も ドイ

ツ製 品 に販 売 面 で は負 け てい た 。.

しか し日本 の カ メ ラ メ ー カ ー は米 国 内 で の 宣伝,市 場 調 査,サ ー ビス業 務 等

は ほ とん ど盲 目状 態で あ っ た。 一 方 競 争 相 手 の ドイツ は有 力 メ ー カ ーの 大 半が

す で にニ ュー ヨー ク等 に 自社 のサ ー ビ スセ ン ター を設 け て万 全 を機 して い た 。

日本 は有 力 メー カ ー(キ ャノ ン,日 本 光 学,ミ ノル タ)の3社 のみ が 現 地 に 人

を派 遣 して い た け れ ど も,市 場 との 実 際 的接 触 は ほ とん ど外 国 商 社 に まか さ れ

てい た 。 日本 の.輸出製 品 に対 す る米 国 で の ア フ ター ケ ア ー体 制 はほ とん ど出来

てい なか った 。故 障 した 日本 製 カ メ ラは ニ ュー ヨー ク ・ トレー ドセ ン ター だ け

で な く日本 大使 館 に まで 持 ち込 まれ た 。 日本 製 品が 米 国市 場 に氾 濫 し始 め て い

た けれ ど も,日 本 製 品 の修 理 部 品 ど ころ か修 理 マ ニ ュ ア ル さえ用 意 さ れ て い な

か った 。 日本 の輸 出 メ ー カ ーの 多 くが 中小 規 模 で,こ の ア フ ター ケ アー の問 題

を解 決 す る だ け の力 が と も なわ なか った。 そ こで ユ955年 に通 産省 大 臣 に要 請 し

.予 算 の許 可 を得 て,ジ ェ トロ(日 本 貿 易 振 興 会一JETRO)は ニ ュー ヨー

ク ・トレー ドセ ン ター に 日本 の カ メ ラ ・サ ー ビス部 門 を設置 した。 この 目的 は

日本 製 カ メ ラ の展 示,紹 介,宣 伝 な い し商 取 引 の 斡 旋 を推 進す る と と もに,修

理 の ア フ ター サ ー ビ ス活 動 を完 壁 に実 施 し,日 本 製 カ メ ラの認 識 を高 め,カ メ

ラ輸 出 の振 興 を はか る こ とで あ った。 ニ ュー ヨー ク ・セ ン ター の 開設 と活 動 の

詳細 は次 に述 べ る。

〔2)ニ ュー ヨー ク ・セ ン ター の 開設 と活 動

ニ ュー ヨー ク に設 立 され た 日本 カ メ ラ ・セ ンター の.iこ要 な 目的 は 日本 製 カ メ
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ラを 米 国 に紹 介 し,輸 出 を促 進 す るた めで あ っ た。 写 真 機 工業 会 は 日本 貿 易 振

興 会(ジ ェ トロ)と.協 議 して,こ の サ ー ビス セ ンタ ー を設 置す る構 想 を打 ち出

した 。

この セ ン ターの 設 立 資 金 源 は バ ナ ナ と競 輪 だ った 。 当 時 政府 は国 営 の 競 輪 や

バ ナ ナ貿 易 の収 益 金 を重 要輸 出産 業 へ 助 成 の た め に 配分 してい た。 この 資 金 を

獲 得 す るほ ど カ メ ラ輸 出 の重 要性 は 日本 政府 に認 め られ て いた けれ ど も,こ の

セ ンタ ーの 船 出 は 決:して容 易 な形 で 達 成 され た わ けで な く,苦 労 の 連 続 で あ っ

た 。 ニ ュ ー ヨー ク ・トレ イ ドセ ン ター の会 議 室 に開設 さ れ た カ メ ラ ・セ ンター

の最 初 の業 務 は,ジ ェ トロ側 との打 ち合 わ せ,す で に現地 に進 出 してい た2～

3の カ メ ラ メ ー カ ーや 日本商 社担 当者 との会 談,技 術 サ ー ビ スの方 針 と体 制 確

立,広 告 やPR代 理 店 との 契 約 問題,現 地 の市 場 調 査,カ メ ラ シ ョー の準 備 等

で あ る。 カ メ ラ セ ン ター は ゼ ロか らの 出発 だ った の で 全 員 が毎 日12時 間 ～14時

間働 き,カ メ ラ業 界 の 輸 出促 進 の た め.努力 した 。 最初 カ メ ラセ ン ターは ジ ェ ト

ロの 一 部 門 と して位 置 付 け られ て い た けれ ど も,実 質 的 に は ジ ェ トロ と併 行 し

た 独 立 機 関 と して カ メ ラ業 界 の た め に運 営 され た 。

そ の まで 商売 敵 で あ った 日本 の カ メ ラ メー カ ー各 社 は米 国 市 場 へ の 参.入に お

い て 団結 が必 要で あ る と察 知 し,カ メ ラセ ン ター の運 営 の 基 本 機 関 と して二 つ

の コ ミテ ィー を設 立 した 。 一つ は オ ペ レー シ ョ ンコ ミテ ィー,も う一つ はPR

コ ミテ ィーで,ジ ェ トロや 日本 領 事 館,現 地 日本 カメ ラの代 理 店 代 表 者 をほ と

ん ど集 め て 構 成 され,早 速 カ メラ シ ョー の 準 備 や セ ン ター と しての テ ク ニ カ ル

サ ー ビ.スのや り方 が討 議 され た 。 オペ レー シ ョン コ ミテ ィー の議 長 は 日本 人,

PRコ ミテ ィー の議 長 は 日本 光 学 の デ ィス トリ ビ ュー ター を してい た 米 国 人 に

決 定 さ れ た 。 広 告 業 務 は米 国 人 に,PR業 務 も米 国 の 会 社(ケ リー ネ ル ソ ン

社)に 依 頼 し,技 術 サ ー ビ.スは 米 国 の 修 理 業 者 を刺 激 す る ので,修 理 部 品 の確

保 と,各 カ メ ラにつ い ての りペ アマ ニ ュ ア ルを備 え る こ と を決 定 した 。 これ ら

の 決 定 には十 分 現 地 の情 勢 が 考 慮 さ れ既 に米 国 に駐 在 の 日本 カ メ ラ関係 者 の意

見が 反映 され た。 セ ン ター の 開 設 後,ニ ュー ヨー クの カ メ ラ店 へ の調 査 が次 の

(
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よ うに述 べ られ て い る。

「百 聞 は 一見 に… … と,小 秋 元氏 は 菅原 氏 を さ そ って,着 任 後,日 な らず して

ニ ュー ヨー ク の小 売 店 調査 に飛 び 出 して い っ た。

ドイ ツ 製 の ラ イ カ,コ ン タ ッ クス,ロ ー ラ イ等 が わ が もの顔 に幅 を きか せ て

い る有 名 店 頭 か ら,丹 念 に 日本 製 品 を探 し,そ の 表 示価 格 を.メモ して い く。 ウ

ィロ ビー,グ ラ ン ド ・セ ン トラ ル とい った 有 名 店 に も,ニ コ ンを は じめ,理 研

や ミノ ル タの カ メ ラが と ころ ど ころ並 ん で お り,マ イ ク ロ とい う玩 具 カ メ ラ も

あ ち らこ ち らで 見 受 け られ た。

思 わ 濾安 売 り店 にぶ つ か って,日 本 カ メ ラの 信用 の た め に冷 や 汗 を流 した り,

ス ピ ラー トン,イ ン ター ス テ ー ッ ・フ ォ トとい った 業 者 が扱 って いた ア ウ トサ

イ ダー もの の安 か ろ う悪 か ろ うに も,神 経 を とが らせ た 。 カメ ラ店 頭 で じっ く

り眺 め て,手 帳 に 書 き込 ん で い る と,店 員 が"買 うの か"と 質 問 す る 。"見 て

い る だ けだ"と 答 え る と,日 本 の メー カ ーが,ド イ ツ製 品 を マ ネす るた め,ス

ケ ッチ に来 た もの とで も受 け とって,不 機 嫌 な扱 い を され る こ とも多 い 。 と当

時 の こ と を菅 原 氏 は語 って い る。翌 この 市 場調 査 が,日 本 の カ メ ラメ ー カ ー に

流 され,米 国市 場 へ の輸 出 に活 用 さ れ た。

輸 出 市場 で 日本 の カ メ ラ産 業 の足 が か りは ニ ュ ー ヨー ク ・セ ン ター の活 動 に

よ り早期 の成 功 をみ た 。 そ の …例 と して 「世 界 の 日本 カ メ ラ」 に よ る と,第 二

回 カ メ ラシ ョウ は大 成功 し,15日 間 に3万6千 人 の 入 場 者 を 集 め た。 第一 回の

8千 人 に比 べ5倍 近 い飛 躍 で あ った。 この 成 功 は米 国 人 に 日本 製 カ メ ラ を紹 介

す る の に非 常 に有利 で あ った。1956年 まで に現 地 駐 在 員 を お い て い た の は 日本

光 学 と千 代 田光 学 だ ったが キ ャ ノ ンカ メ ラが ニ ュー ヨー ク支 店 開設 に の り出 し

た。 今 まで は米 国 に お け る輸 入 販 売 は ジ ャー デ ン ・マ ジ ソ ンに まか せ てい た が,

今 後 は直接 実施 に切 り換 え る ため だ った 。 も う一つ の 目 的 は市 場 調査 で あ り,・

米 国 に派遣 され た6人 は米 国 各 地 で 努 力 した 。 当 時 は八 州 光 学(現 京 セ ラ)や

成 光 電 機(の ち セ コニ ック と改 称)等 を 米 国市 場 に の りだ した 。

B)『 世界の.日本カメラ110ベ ージ「
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王956年 シ カ ゴで デ ィー ラ ー と デ ィス トリ ビ ュー ター の主 催 の シ ョー が行 われ,

そ こで 日本 型 力.メラは ドイ ツ製 品 と同 じ く らい の 人気 を 集 め た 。6,000名 以 ト

の デ ィー ラー,デ ィ.ストリ ビ ュー ター と2,000名 の コ ン シ ュー マ ー が 参 加 し,

日本 か らは ニ コ ン,キ ャ ノ ン,コ ニ カ,リ コー,ミ ノ ル タが独 自 の ブ ー ス を

持 っ た。 その 結 果 は人 気 を とっ た だ けで な く勉 強 にな った。 例 えば 当 時 の 日本

カ メ ラは ブ ラ ン ドを外 せ ば 区 別 が つ か な い ほ ど,外 見 が 似 て お り個 性 的 で な

か った の で,も っ と独 創 的 な もの を造 って行 か ね ば な らない と実 感 した 。 米 国

内 に まだ エ ー ジ ェ ン トが な い企 業 の 製 品 に対す る ア フ ターサ ー ビス等 が 論 点 で

あ っ た。 当 時 米 国 駐在 の 日本 領 事 は カ メ ラが 日本 の輸 出 産業 の花 形 とな る夢 を

語 っ た。 米 国 へ の 輸 出 は一 社 で 百万 ドル輸 出 す るの がや っ との状 態 で あ り,日

本 の カ メ ラを 知 って も ら うた め に羽 織 り,バ カマでPRす る事 もあ った 。

ニ ュー ヨー ク ・セ ン タ「 の本 来 の]的 は市 場 調 査 で あ った が ,修 理 サ ー ビ ス

が 中心 にな って しま っ た。 組 合 に加 入 して い な い 中小 メ ー カー の 粗 悪 品 を セ ン

ター 宛 の ギ ャ ラ ンテ ィー ・カー ドを付 け て輸 出 して い た の で 故 障 品 が 沢 山持 ち

込 ま れ,職.員 はそ の修 理 に追 われ た。 しか しこの こ とが 日本 カ メ ラの信 用 を え

た一 つ の大 きな利 点 にな った。

1956年 ニ ュー ヨー ク市 で 第10回 の ナ シ ョナ ル ・フ ォ トグ ラ フ ィ ック ・シ ョー

が 開催 さ れ,ド イ ツや ス イ ス の エ ー ジ ェ ン トも加 え,150社 が 参 加 した が,日

本 カ メ ラ は人気 の 中心 だ った 。 この シ ョー は 日本 の ニ ュ ー ヨー ク ・.カメ ラセ ン

ター の 企 画 だ った ので,入 場 者 に この セ ン ター の存 在 を認 識 させ る最 も効 果 的

なPRA動 に な った。

日本 カ メ ラセ ン ター は輸 出 に大 い に 貢 献 したが,.・ 方 多 くの 問 題 も抱 え て い

た 。 目的 は市 場 調 査 で あ るは ず な の に,斡 旋 業 務 を お こ な って い るの は 間違 い

で あ る と言 う意 見 が で て きた 。 中小 企 業 か ら は業 者 の割 り当 て全 が高 す ぎ る と

い う不 満 もあ った 。 セ ン ター の業 務 自体 は 日本 カ メ ラの 紹 介 と輸 出拡 大 に大 成

功 で あ った 。 セ ≧ ター に 持 ち 込 ま れ る カ メ ラの 中 に は ア ウ トサ イ ダー の製 品や,

倒 産 した メ ー カー の カ メ ラや フラ ッシ ュ ガ ンに対 す る ク レー ムが 特 に 多か った 。
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当時 ニ ュ ー ヨ ー ク に修 理所 を持 って いた ニ コ ン,キ ャ ノ ン,ミ ノル タ,ヤ シカ

等 は各 社 の修 理 所 に回 した ので 問題 は なか った けれ ど も,旧 型 や 倒 産 メー カー

の 製 品 で 部 品 入 手 不 ロ∫能 の も の もあ った 。 も う一 つ の 問 題 は 日本 製 力.メラを

扱 っ て い る米 国の 小 売 商や 卸売 商 が 顧 客 か ら修 理 費 を取 り,無 料 で セ ン ター に

修 理 させ た。 日本 メー カー の 中 に は セ ン ター を商取 引 の場 所 や 荷 物 の 送 り先 に

使 用 す るす る もの もい た。 輸 送 中 に故 障 した カ メ ラまで 駐 在 員 が 出 張 し調 整す

・る な ど
,セ ン ター の 関係 者 は米 国で の 日本 カ メ ラの発 展 のた め に非 常 な 努 力 を

か さ ね て いた 。

修 理 サ ー ビス と並 ん で セ ン ター の 日常 業 務 を多忙 に した の は,多 い と きは1

日60人 を越 す 来 訪 者 の 質 問 へ の対 応 で あ った 。 彼 らの 質 問 は 日本 カ メ ラの 競 争

相 手 で あ る ドイ ツ製 カ メ ラ と.の比較 で あ った 。 ニ コ ン,キ ャ ノ ンを手 に と り,

ドイ ツの ラ イ カ,コ ン タ ックス と機 能 的 に どれ だ けの差 異が あ り,高 性 能 が 期

待 出:来るか と い う疑 惑 的 な 質 問 な らま だ し も,二 眼 レフな どは 最 初か ら ロ ー レ

ライ の類 似 品 を紹 介 して くれ と,日 本 型 カ メ ラ を全 くの ドイ ツ品 の模 倣 的 製 品

と見 な して くる もの も相 当 見受 け られ た 。 この よ うな 困難 な状 況 の 中で 日本 カ

メ ラを米 国で 認 識 させ る努力 を重 ね て きた こ とが,米 国市 場 で の輸 出 拡 大 の 大

きな 要 因で あ った と考 え る㌔

(3)輸 出 市 場 に お け るデ ィス トリ ビュー シ ョン ・シス テ ム

1960年 初 期 カ メ ラは,ほ ぼ電 気 製 品 と同様,米 国.市場 にお い て の デ ィス トリ

ビュ ー シ ョン ・シス テ ム を もっ てい た 。 日本 の カ メ ラメ ー カ ーは ニ ュー ヨー ク

の支 店 や 現 地 法 人 を設 け,ニ ュ ー ヨー クの デ ィス トリ ビ ュー ター が ダ ラ スお よ

び ア トラ ン タの 支 店 を通 じデ ィー ラー に コ ン タ ク トす る もの と,ニ ュー ヨー ク

の ソ ー ル ・デ ィ琴 トリ ピ ュー ターが 南 部 の ロー カ ル ・デ ィス トリビ ュー ター に

販 売 す る場 合,お よ び 日本 側 メ ー カー の現 地 法 人が,デ ィー ラー に直接 販 売す

る も の との3つ の場 合が あ る6ど ち らの場 合 も ダ ラスや ア トラ ンタ も し くは 両

市 に支 店,ウ エ アハ ウス,販 売 代 理 店 を置 く こ とは もち ろん で,ヤ シ カの 場合

9)f世 界の日本カメラ』17-21ペ ージ。
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第4表 カ メ ラの デ ィス トリビ ュー シ ョ ン ・シス テ ム

日系 メ ー カ ー支 店 デ ィス トリビ ュ ー ター 支店倉庫 デ ィ ー ラ ー

(ニ ェ ー ヨ ー ク 〉 (ニ ュ ー ヨ ー ク) よ
)み獄

ラ

ダ
ト

(

ア

日系現 地法人

(南部)

(ニ ュ ー ヨ ー ク)

デ ィー ラ ー

(南部)

日系 メ ー カ ー支 店 デ ィス トリ ビュ ー タ ー

ロ ー カ ル

デ ィ ス ト リ
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出所:日 本貿易振興会r海 外市場11963年11月

は両 市 に 日本技 術 者 を常 置 し,ア フ ターサ ー ビス 及 び セ ー ル ス プ ロモ ー シ ョン

に 当た って い た 。(表4)

全 般 的 にい って,南 部 で は米 国 製 カ メ ラお よ び ドイツ製 高級 カ メ ラの 地盤 が

強 く,日 本 型 カ メ ラの保 有 率 は北 部 地 区 に比 してか な り低 く,口 才 側 と して は

PR不 足 が 指 摘 され る と ころ で あ る。

ま た,カ メ ラ所 持層 の 間で 中級 カ メ ラ以 下 の カ メ ラの所 持 率 が高 い こ と も,

ニ ュー ヨー ク等 の 北部 と異 な り対 照 的 で 南 部 カメ ラ市 場 の特 徴 とい え る。

日本 製 カ メ ラの 中で は チ ェー ン ・ス トアー(シ ア ー ズ ・ロ ー バ ック)のPB

製 品 は別 と して,ヤ シカの ブ ラ ン ドの 知 名 度 が 高 く,ニ ュ ー ヨー クの デ ィス ト

リビ ュー ター のエ ー レ ンラ イ ヒ社 を経 由 す る ニ コ ン,米 国 の 製 造 業 者 ベ ル ・ア

ン ド ・ベ ス ト社 の チ ャネ ル を利 用 す る キ ャノ ン社 が ,.高 級 品 市場 で フ ラ ンチ ャ

イズ ド ・デ ィー ラー を 中 心 に デ ィー ラL網 を作 りしだ い に 販路 を 固 め て お り,

ミノ ル タ,オ リンパ ス,リ コ ー,ア サ ヒ光 学 等 の ブ ラ ン ドが 追 って い る。

米 国 市 場 で 日本 製1ド1を取 り扱 う卸 売 ・小 売 網 を形 成 す る現 地 人 業者 は,そ の

か な りの 部 分 が ユ ダヤ系 米 国人 で あ る。 デ ィス トリ ビ ュー ター段 階 の 業者 につ

い て は90%以 上 で あ る と見 られ て い る。 ニ コ ンの 販 売 網 とな った エ ー レ ンラ イ

ヒ社(エ ー レ ンラ イ ヒ ・フ ォ.ト ・オ ブ ・チ カ ル ・イ ン ダ ス トリー ズ社)の 創 設

者で あ る ジ ョセ ブ ・エ ー レ ン ライ ヒ(1973年 没)も 例 外 で は なか った 。
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戦 後,日 本 カ メ ラ製 品 の輸 入 が 急 速 に伸 びつ つ あ った 時代 か ら,ユ ダ ヤ系 の

写真 製 品 を扱 うデ ィス トリ ビ ュー ター の活 動 が 活 発 化 し,日 本 製 品 の普 及 に大

き な 力 とな っ た こ と は,前 述 し た が,中 で も ポ ン ダー ・ア ン ド ・ベ ス ト社

(PONDER&BEST)は,同 社 の独 特 な マ ー ケ テ ィ ン.グ手 法 に よ り,低 価 販

売 戦 略 とあ い ま って米 国消 費 者 に圧 倒 的 な 人 気 を博 した 。販 売 した カ メ ラ,交

換 レ ンズ,フ ラ ッシ ュ器 具 の ほ とん どが 日本 製OEM製1¥¥111� ﾅ�｠�ﾁ�ｽ�B�坙 {�J�
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幽 技 術 革 新 に よ る製 品 の改 良 と多 様 化

戦 前 日本 は米 国 に次 ぐ カ メ ラ輸 入 国で あ った 。 日本 人 は特 に カ メ ラに興 味 を

もち,国 内 需 要 が 相 当 あ った と考 え られ る。 カ メ ラ は3つ の 部 分,レ ンズ,

シ ャ ッター とボ デ ィー に分 け られ る。 レンズ は 第.・次 世 界 人 戦 で 輸 入が 困 難 に

な った 。 日本 政府 の要 請 に よ り日本 光学,小 西 六 本 店 を は じめ 多 くの メ ー カ ー

が研 究 を始 め,1925年 初 め て 日本 で レンズ を製 造 した 。 シ ャ ッター は 最初 ドイ

ツ,ス ウ ェー デ ンか ら の輸 入 製 品 が 主 で あ った 。 シ ャ ッター1個 当 た り250～

300ケ に もの ぼ る小 さな 部 品 が 精 密 機 械 に よ っ て組 み 立 て られ,複 雑 な工 程 で

製造 され た。 国産 カ メ ラは レ ン.ズの点 で は 国際 的 に優 れ て い たが,シ ャ ッ ター

は 立 ち 遅 れ て いた 。1950年 代 カ メ ラの全 部 品 は高 級 な もの で600以 上 にの ぼ っ

た。 組 立 は旋 盤 加 工,プ レ.ス加 工 な どに よ って 処 理 され た 。 カ メ ラ ボ デ ィー は

ダイ カ ス トが 多 く,仕 上 げ,鍍 金,塗 装,巻 き取 り及 び 巻 き戻 しノ ッブ,レ ン

ズ面 ヘ リコ イ ド組 立 ,フ ィル ム送 りス プ ロ ケ ッ ト,裏 蓋 フ ィル ム,圧 板 取 り付

け等 の 工程 を経 て,レ γズ,シ ャ ッ ター,距 離 計 な どが 取 り付 け られ,革 張 り

等 で仕.ヒげ られ た。 ボ デ ィー は 主 に 日本 国 内で 生 産 され た。 時代 が 進 み,西 欧

技 術 が 取 り入 れ られ るに 従 って部 品 の数 が 少 な くな り原 料 を新 し く開 発 され て

コス トも下 が って い った 。

製 品 の 改 良 と多様 化 ぽ 日本 カ メ ラ メ ー カー の 輸 出 市場 浸 透 のた めの 最 も重 要

な 戦 略 で あ っ た。製 品 の能 力 を高 め 機 能 を 拡 大 し故 障 率 を下 げ,保 証 期 間 を延

長 し,サ ー ビス を強 化 した。カ.メラ.メー カ ー に よ る製 品 の 継 続 的 な改 良 と多様

化 は 輸 出 市 場 で 競 争 相 手 よ りも速 く成 功 に到 達 した。特 に 日本 カ メ ラ メー カ ー

が 製 品 の性 能,機 構 ス タ イ ル,特 徴,品 質 な ど.連 の改 良 を成 し遂 げ た能 力 は

際立 っ て い た。

日本 カ メ ラ産 業 の 製 品 の技 術 革 新 は,輸 出促 進 に 目立 った貢 献 を した 。 最.初

の段 階で 日本 カ メ ラは ドイ ツ と米 国 の模 倣 と言 わ れ た が,日 本 の カ メ ラ製 造 技

術 は輸 出市 場 の 厳 しい環 境 と国 内 市場 で 数 多 くの メー カー の競 争 の 二 つ の 要 因

に よ り革 新 され,日 本 製 品 も競 争 相 手 の製 品 よ りも優 れ た機 能,ス タ イ ル,品
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質 を もつ よ うに な った 。 政 府,写 真 機 工 業 会 が カ メ ラ産 業 の 発 展 へ 力 を 合わ せ

協 力 し,製 品 の革 新 を推 進 した 。

1954年 以 前 に も製 品 の技 術 革新 の例 と して,日 本 光 学 工 業 は1947年 フ ォー カ

ル プ レイ ン シ ャ ッ ター の主 軸 に ラ ジ アル ボ ー ル ベ ア リ ングを 軸 受 け と して使 用,

一 軸 式 シ ャ7タ ー ダ イ ア ル の考 案 ,基 線 長60mm高 性 能 距 離 計 を装 備 した世

界 の カ メ ラ史上 で も画 期 的 な新 鋭機 「ニ コ ン1型 」 が あ り,旭.光 学 は 初 の35ミ

リ一 眼 レ フ と して1952年 に 「アサ ヒ フ レ ック ス1型 」 が あ げ られ る。 そ の技 術

革新 に よ る製 品改 良 を ベ ー ス に 日本 の カ メ ラ メー カー はた ゆ み な い研 究 の結 果,

独 自 の製 品 を 開発 し,よ り強 い競 争 力 を発揮 し,輸 出市 場 で の優 位 な 地 位 を確

保 した 。

一 例 を あ げ る と
,キ ャ ノ ンは1956年 ユ0月す で に一 眼 距離 計 連 動,ダ イヤ ル式

ロー シ ャ ッ ター,ネ ジ式 レ ン ズマ ウ ン ト等 の新 機 構 を取 り入 れ た新 型 「S皿 」

を発 表 した。 レ ンズ は 「セ レナ ー5cmF3.5,5cmF2」 の他 に距 離 計 とは非 連

動式 の初 の交 換 レン ズ 「13.5cmF4」 が誕 生 し,こ こに カ メ ラ と レ ンズの ・.一貫

生 産 シス テ ムが 整 った 。1959年G型 の一 眼 距 離 計連 動 式 フ ァイ ン.ダー に視 野倍

率 を3段 階で 変 え る こ とが で きる機 能 を加 え カ.メラの ボ デ ィー を ダ イ キ ャス ト

化 した 「且B型 」 を発 表 した。

次 に 国 産 初 の 高 速 シ ャ ッ ター ス ピ ー ド1/1000秒 を 組 み 込 ん だ 「皿型 」 を

1951年2月 に,同 年4月 に は コ ー ドレスの レー ル直結 式 に よ る フ ラ ッシ ュ同調

装 置 を備 えた 「IV型」 を発 売 した。 また ス ピー ドライ トの 同調 用X接 点 を 内 蔵

した 「IVSb型 」 を翌 年12月 ユ954年3月 にな る と シ ャ ッター ス ピー ド値 を 倍 数

系 列 化 し,接 眼 窓 の 拡 大 化 等 「1VSb型 」 に 大 幅 改 良 を加 え た 「】VSb改 良

型 」 が 発 売 に な った 。

一 方 生 産 技 術 の 面 で は1957年 機 械 加 工:及び表 面処 理 の各 工 程 が 導 入 され ベ ル

トコ ンベ ア ー シ ス テ ムが組 立工 程 に も設 置 され,高 級35ミ リカ メ ラ と して は 初

の マ ス プ ロ方 式 へ の 試 み が お こなわ れ た 。 この 時 点 で は ドイ ツや 米 国 で は この

ベ ル トコ ンベ ア ー シス テ ムを 手掛 け て お らず 日本 の 方が 先 ん じてい た 。 この マ

i
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.ス プ ロ方 式 に よ っ て,コ ス トダ ウ ンが は か られ,価 格 面 で の 輸 出競 争 力が 増 加

した 。

キ ャ ノ ンは 製 品 の 多様 化 に よ り成 功 を収 め た。 基 本 モ デ ル に種 々 の特 徴 を持

た せ た タ イプ を数 多 く売 り込 み,新 製 品 が市 場 に 出 され た とき には即 に次 の製

品 が 出 番 を待 っ て いた 。 この 市 場 浸 透 方 法 は多 くの 日本 企 業 の典 型 で あ った。

そ の 方法 に よ っ て米 国 市 場 で の競 争 者 で あ る ドィ ッ製 品 よ りも流 通 経 路 や 売 り

場,小 売 店 を確 保 す る のが 有利 にな った 。

日本 カ メ ラメ ー カ ーが こ の よ う に速 く次 々 に新 製 品 を開 発 して い った理 由 は,

輸 出 を伸 ばす た め ばか りで な く,ド イ ツ製 品 の模 倣 と言 わ れ て い た悪 い評 判 を

除 去 し,他 の 製 品 の差 別 化 を す る た め と考 え る。 製 品 の 改 良 と発 展 は 特 定 の

メー カー だ け で な く,政 府 と組 合 の 援 助 で カ メ ラ メー カーが 共 同研 究 を始 め,

これ を 速 く達 成 した。

最 初 日本 製 カ メ ラは ドイ ツ製 カ メ ラの模 倣 と見 な され,品 質 の低 さ が問 題 で

あ っ た。 こ の こ と を克 服 す るた め,1958年 に 日本 機 械 デザ イ ンセ ン ター と光 学

工 業 研 究 組 合 が発 足 し,日 本 独 自の デザ イ ンを作 る努力 を した。.デザ イ ンセ ン

ター は輸 出 品 の デ ザ イ ンを法 的 に設 定 し,保 護 す る こ とを 目的 と した 。1954年

頃 か ら 日本 カ メ ラ工 業 会 で は共 同研 究 に よ っ て技 術 を高 め よ う と計 画 した。 英

国 で は半 官 半 民 の研 究 施 設 が あ り.日 本 で も政 府 に援 助 を 要 請 し通 産 省 は ア ラ

カニ ア製万 能 レ ンズ性 能 試験 機 の研 究 所 を設 置 した 。1961年 に は任 意 団体 と し

て カ メ ラ技 術 研 究 組 合 が 設 立 され た。 レ ンズ研 磨 法,レ ンズ のや け防 止法,生

体 眼 の光 学 特 性 の研 究,レ ー ス ポ ンス函 数 測 定 機,EE試 験 機 フ レア測 定 機

等 の 試 作,さ ら に コ ン ピ ュー ター の 導 入 に よ る レ ンズ 自動 設 計 法,ホ ロ グ ラ

フ ィー技 術 の 開発 等 が 共 同研 究 と して行 わ れ,そ の 成 果 は海 外 か ら も高 く評 価

され た。 製 品 の性 能,機 能,デ ザ イ ン,品 質 な ど に一 連 の 改 良 を 成 し遂 げ た能

力 は 際立 って い た。 商 品 的性 格 と して カ メ ラは趣 味 嗜 好 の 強 い もので あ るか ら,

当 然 製 品 が多 様 で あ るが,一 方 製 品 の 多様 性 は,経 済 的 な 面 か ら考 え る と多 く

の問 題 を持 ってい た。
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形 式 お よび 仕業 が極 め て細 分 化 され,過 度 の 多様 性 を帯 び る こ とに な った 。

日本 型 カ メ ラの モ デ ル チ ェ ンジが 余 りに も頻 繁 過 ぎ,カ メ ラの モ デ,レや ブ ラ ン

ドが 多 す ぎた の で 対 処 す る.のが 難 しい とAPIDが 言 う程 で あ っ た。 しか しな

が ら 日本 カ メ ラ産 業 の米 国市 場 で の輸 出 の 成功 は疑 い無 く製 品 の 改 良 と製 品 の

多 様 化 に よ って もた らされ た もの と考 え る。

第 二 次 世界 大戦 で 日本 は 国富 の4分 の1を 損 失 した。 そ の 後 日本 経 済 は 奇跡

的 な復 興 を遂 げ た 。 カ メ ラ産 業 も大 戦 後 か らい くつ か の 困 難 を乗 り越 え て 発展

して きた 。 第 皿(A)述 べ た1945年 か ら1953年 の 戦後9年 間 は 日本 カ メ ラ産 業 の

再 建 の た め の準 備 期 間 で あ り,輸 出 の マ ー ケ テ ィ ン グ面 で は消 極 的 輸 出段 階

(PassiveExportstage)で あ った 。 第 二 次 世 界 大 戦 か ら10年 目の1954年 以 降 日

本 カ メ ラ産業 の輸 出 は この 消極 的段 階か ら離 陸 し始 め た 、 マ ー ケ テ ィ ング面 で

は積 極 的輸 出段 階(ActiveExportstage)と 呼 ば れ る段 階 に は い った。 この 積

極 的 輸 出段 階 は さ ら に3段 階 に分 け られ る。(詳 細 はV節 に述 べ る)

1954年 か ら65年 まで の12年 間 は生 産 は826千 台か ら3,732千 台 と4.5倍,国 内

出荷 は626千 台 か ら2,018千 台 と3.2倍 で あ る の に射 して,輸 出 は161千 台 か ら

1,619千 台 と10倍 の増 加 を して い る 。 戦前 の ス チ ル カ メ ラの 生 産 の 最 高 が218千

台(1940年 〉 で あ り,日 本 が カ メ ラ の輸 入 国 で あ た こ とを考 え る と,著 しい 発

展 とい え る。1964年 に は輸 出で 日本 は ドイ ツ を抜 い て世 界一 に な った 。 カ メ ラ

の生 産 は1962年 に 金 額 ・数 量 と も ドイ ツ.を追 い 越 し米 国 に次 ぐ世 界 で 第2番 目

の カ メ ラ工 業 国 に な った。(表5)

日本 カ メ ラ メー カー は相 互 に協 力 し政 府 の援 助 を受 け,直 面 す る困 難 な 外 部

要 因 にた い して持 て る資 源 と能 力 を発 揮 し最適 な マ ー ケ テ ィ ング戦 略 に よ り,

1954年 か らの12年 間 で 輸 出市 場 で の大 飛 躍 を成 し遂 げ た。 この 大 飛 躍 は 輸 出

マ ー ケ テ ィ ン グの発 展 に よ る こ とは,こ の 章 で 述べ た と う りで あ る。 口本 カ メ

ラ産 業 が マ ー ケテ ィ ン グ ・ミ ック ス の4Y(価 格,製 品,販 促,チ ャネル)を

最 適 に統 合 力 し発 展 さ せ た 努力 に よ って 達 成 され た と考 え る。

」
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第5表1949年 ～1965年 の スチ ル カ メ ラの 生 産 ・国 内 出荷 ・輸 出の 推 移

生 産 国内出荷 輸 出
マ ー ケ テ ィ ン グ ・

1ミ ッ ク ス 段 階

1954年

1955年

1956年

1957年

826

(826)

935

(1,065>
1,186

(1.306)
1,390

(1.545)

626

726

810

760

161

(153)

223

〔234)

368

〔396)

532

(559)

積極的輸出段 階

1,自 発 的輸出段階

1958年

1959年

1960年

1,266

(1.385)

1,798

(1,844)

ユ,673

(1,859)

756

1,013

1,032.

540

〔611)

712

〔689)

714

(711)

2.限 られた輸出段階

1961年.

1962年

ユ963年

2,027

(2.371)

2,907

〔3,123>

3,758

1,289

1,808

2,558

708

(849)

1,025

(1,103)

1,ユ44

3.広 範 な輸 出段階

(4,066)

1964年4,541

(4、597)

1965年'3,732

(3,916)

出所:日 本 写 真 機 工 業 会 統 計,下 段(

成

)内 の生産 は機械統計,輸1'瑞 ま大蔵省貿易統計か ら作

IV政 府の輸出奨励および輸出市場における

外国製品 との競争とダンピング問題

日本のカメラ産業の初期の発展段階では確かにメーカーの努力は大 きか った

が,政 府の輸出奨励によるところも大 きかった。
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.カメラ輸出振興のために,日 本政府は 「正常貿易の確立,特 に輸出振興」を

掲げていた。具体的手段 としては,部 品のユニ ット生産体制の確立とこれを基

盤とするアセンブル生産方式の普及が奨励されていた。専門的な部品のマスプ

ロとそのアセンブル方式による完成品製品方式でコス トの引き下げ,合 理化,

品質の向上等をはか り,国 際市場で特に ドイツ製品との競争力を強化 しようと

いう意図であった。

1953年12月 経済団体連合会は光学機械の輸出振興のための二つの対策を実行

した。

a .基 本的対策,b.直 接的対策の二つである。具体的内容は次のとお りで

ある。

a ,基 本的対策

①30%の 物品税を10%以 下に減税する

② 開発銀行による設備資金の重点投資

③ 外国製機械設備の輸入許可に対する優遇

④ 企業合理化促進法による重要産業指定

⑤ 機械設備の特別償却適応範囲の増大による設備近代化の促進

⑥ 技術向上のための助成案としての金融円滑化

b.直 接対策

① 輸出振興所得控除制度の拡充(CPO向 けも輸出としての所得控除す

ること)

② 外貨特別割り当て制度の拡充(CPO向 けに対 して も輸出 として)

③ 輸出検査機関の設置助成

④ 海外宣伝およびサービスに対する助成

⑤ 中共向け禁輸の解除

③,④ は日本写真機検査協会とニューヨーク ・カメラセンターとして

実施された。

1954年 カメラ産業の二つの組合は写真機工業会にまとめられ,専 門委員会と
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して海 外 情 報 宣 伝,駐 留 軍調 達,市 場 調 査,広 告 宣 伝 の 四つ の部 門が つ くられ

た 。 この ほか に写 真 機 性 能 比 較 試 験 委 員 会 が あ り,ユ954年10月 か ら2年 に わ

た って 通 産 省 か ら助 成金 を得 て,ド イ ツ,米 国 製 の代 表 的 な機 種 約30台 につ い

て 単 に 一 般 的 な 観 点 か ら商 品 と して の 品 質 を試験 す る だ けで な く,性 能,機 能

耐 久性,構 造 及 び材 料 等 につ い て,製 造 者 の 立場 か ら徹 底 的 な調査 を 実施 した。.

この こ とは最 も成 功 した 共 同研 究 の 事 例で あ り,以 後 の 日本 の カ メ ラ技 術 の発

展 に寄 与 した点 は高 く評 価 さ れ る 。

個 人企 業,業 界 の努 力 そ して 政 府 の 努力 もあ った が,輸 出拡 大 へ の道 に は他

国 の 製 品 との 競 争 だ け で な く,ダ ン ピ ング 問題,模 倣 問題 等 が あ り困 難 が 多

か った 。 どの よ うに して 日本 カ メ ラ業 界 が これ らの問 題 を克服 したか は次 第 に

述 べ る 。

前 述 の よ うに米 国 は 日.本製 カ メ ラの輸 出先 と して 最 大 の市 場 で あ った 。 しか

し米 国市 場 で も既 に 市場 を確 保 して い る ドイ ツ製 カ メ ラ との激 しい 競 争 や 米 国

側 が 日本 製 カ メ ラの ダ ン ピ ング を警 戒 す る運動 な どが あ り,道 は決 して 容 易 な

もの で なか った 。

米 国 製 品 は ボ ッ クス カ メ ラ を主 流 と して い た。 米 国 の消 費 者 は ボ ックス カ メ

ラ以外 の機 種 につ い て は米 国 製 よ りも ドイ ツ,日 本 か らの 輸 入 製 品 を 主 に購 入

して い た。

米 国市 場 で の 日本 の競 争相 手 は もっぱ ら ドイ ツ製 品 で あ り,ド イ ツ は 日本 型.

品 に対 して か な り以前 か ら神経 質 に な って い た 。1956年 ミノル タ ・カ メ ラが 使

用 して い た シチ.ズン シ ャ ッターが ドイ ツの プ ロ ン トシ ャ ッター のパ テ ン トに触

れ る との抗 議 が,ミ ノル タ ・カ メ ラ を輸 出 して い る 兼松 ニ ュー ヨー ク支 店 にた

い して な さ.れた。 幸 い顧 問 弁 護 士 の 努 力 に よ り,大 きな事 件 に な らず 解 決 した.

が,ド イ ツ側 の 日本 製 品 に対 す る態 度 の 端 を の ぞか せ た事 件 で あ った 。

そ の後 ドイ ツ側 は各 種 の シ ョー やPRを 通 じて 日本 製 品 との 差 別 化 戦 略 を展

開 し続 け た。 ドイツ は 日本 製 カ メ ラは ドイ ツ 製 舳 の イ ミテ ー シ ョンで あ る とい

う印象 を米 国 市 場 に広 め る こ とに 成功 した。 日本 側 の ほ とん どの メー カー は そ
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れ を 否定 す る積 極 的 な行 動 を しな か った た め に,こ の評 価 はそ の 後何 年 間 は米

国市 場 に 定着 してい た 。 ドイ ツ側 は米 国市 場 で の カ メ ラを 含 め た 自国 の輸 出で

の優 位 的地 位 を確 立 す るた め に,米 国議 会筋 に ロ ビス トを設 け て ア ンチ ・ダ ン

ピ ン グの動 き に対 応 す るな ど,か な り巧 妙 な輸 出 保 護 策 を 講 じた。 これ に対 し

て,日 本 側 は,ユ ドル ・ブ ラ ウス,洋 食 器 や 各種雑 貨 な ど ダ ン ピ ング問 題 が 表

面 化 して し ま って か ら,あ わ て て後 手 後 手 の対 策 を講 じてい た 。 幸 い カ メ ラ業

界 は こ の よ う な事 態 に は至 らなか った 。

1954年6月 米 国 の ロ イ ター電 に 「米 国 写 真 業 者が 米 国商 務 省 に対 し,日 独 と

の 競 争 か らの 保 護 処 置 を要 請 した。」 と の報 道 が あ っ た。 当 時 カ メ ラ輸 出 は 頭

打 ち現 象 を打 破 す るた め努 力 してい た の で,こ の ニ ュー ス は重 大 な意 味 を 日独

両 国 に与 えた 。 この ニ ュー スの 内容 を具 体 的 に述 べ る と,米 国国 内 の写 真 機 製

造 ・販 売 業 者 は米 国 政府 に対 して 「外 国 業 者 に よ る特 許権 侵 害 か ら米 国 産 業 を

保 護 す る た め の 処.置を 検 討 して ほ し い。」 との 要 請 を した 。 あ る有 力 業 者 は

「戦 時 にお い て 重 要 産業 で あ る カ メ ラ業 界 は外 国 製 品 に侵 食 され,米 国 の 安 全

に とっ て重 大 な 問 題 で あ る。」.と述 べ て い る。 他 の 業 者 も 「低 賃 金 の 諸 国 か ら

.の輸 人 品が 当 産業 に深 刻 な 影 響 を与 えて い る。」 と主 張 した。 こ の報 道 か ら当

時 日本 製 の 雑 貨,綿 製 品,洋 食 器 等 に対 して起 こ ってい る ア ンチ ・ダ ン ピ ン グ

の 空 気 が カメ ラ関係 製 品 に も波 及 して きて る こ とを.予測 で きた 。 しか し この ア

ンチ ・ダ ン ピ ング に対 して 反 対 の 有力 業 者 も存 在 した 。 この 問 題 は この 時 点で

は これ以 上 大 き く発 展 せ ず終 わ ったが,日 本 製 カ メ ラの 対 米 輸 出 に対 す る一 つ

の 重大 な警 鐘 で あ った 。

当 時米 国 市場 で は ダ ン ピ ン グ問題 に と りわ け神 経 過 敏 に な って い た。 ダ ンピ

ン グ問題 に対 し日本 の カ メ ラ業 界が どの よ うな対 策 を と った か を 示す 例 を次 に

述べ る。 ニ ュ ー ヨー クの有 名 カ メ ラ店 の..一つ ピア レス カ メ ラ 商会 が ニ ュ ー ヨー

ク タイ ム ズ紙 の広 告 で,35ド ル95セ ン トの ヤ シ カ フ レ ックスA型 に21ド ル95セ

ン トの特 別 価 格 を付 け た こ とに対 し,ヤ シ カは ピァ レス を州 裁判 所 に告 発 した 。

日本 カ メ ラ業 界 は 米 国進 出 当初 か ら ダ ンピ ン グ問 題 に敏 感 で あ っ た。 販 売 店 で
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も不 公正 な行 為 を した 場 合 は断 固 告発 す る意気 込 み で あ った 。 ユ957年 日本 写真

機.1:業 会 は 「海 外 市場 に淘 げ る公 正か つ 有 利 な取 引 の確 保 に 対 す る協 力 要 請」

を各 メ ー カ ー,商 社 に呼 びか けた。 内容 は 海外 商 社 の選 定 や 取 引 契約 締 結 に は

一層 慎 重 を期 して ほ しい 趣 旨で
,容 易 な値 ドげが 米 国 内 の ア ンチ ・ダ ン ピ ング

気運 を刺 激 す る こ と.を警 告 して い た。

日本 カ メ ラ業.界は この よ うな警 告 を真 剣 に受 け止 め対 処 した ので 大 問 題 にな

らなか った 。 また事 件 を未 然 に防 ぐ有 効 な対 策 によ り,日 本 カ メ ラ は米 国 市 場

で の安 定 した 地位 を確 立 した 。

米 国市 場 で の 日本 製 カ メ ラの成 功 の要 因 はマ ク ロ レベ ルで見 る と,次 の通 り

で あ った 。1957年3月 か ら ワシ ン トンで 開 催 さ れ た 国 際 写真 展 示 会(シ ョー)

を成 功 させ るた め に現地 の力 を総 動 員 して 準 備 が 着 々 と進 め られ た。 日本 側 は

ユヵ月 前 か ら新 聞,テ レ ビ等 へ のPRを 開 始 した 。 この展 示 会 は 国際 的 カ メ ラ

の シ ョーで あ り,出 品 メー カー,デ ィス トリ ビュ ー ター等 は各 国 か ら計250社

が 参 加 し,米 国市 場 に急 激 に進 出 して い く日本 カ メ ラ と防戦 す る ドイ ツ カ メ ラ

との 大 決 戦 の意 義 を強 く持 って い た 、、

この 時 の ドイツ側 の戦 略 は 米 国 の議 会 筋 に ロ ビイ ス トを使 って 輸 入 制 限 や 関

税 障 害 の動 きに備 え る とと もに,新 し くニ ュー ヨー ク に事 務 所 を開 設 し,米 国

へ の ドイ ツ カ メ ラ ドイ ツ カメ ラ輸 入額 の1%を プー ル し,本 職 のPRマ ンに10

万 ドル を委 託 し思 うよ うにや らせ る な ど積 極 的で あ った 。 しか も 日本 メー カ ー

が この シ ョー で 集 中 的 に 力 を発 揮 させ ない よ う に,日 本 側 め ブー ス を分 散 させ

る よ うに強 く働 きか けた と伝 え ら れ て い る。 この シ ョー へ の 日本 メー カ ーか ら

の参 加 は.17社に 達 し,披 露 さ れ た 日本 製 の 新 製 品 の 主 な もの は35ミ リカ メ ラで

は,キ ャノ ンLI,ミ ノル タス ー パ ーA,ニ コ ンS2E(モ ー ター ラ.イブ式),

撮 影 機 で は キ ャ ノ ン8が あ り,そ の他 には小 西 六 か らコ ニ カ航 空 カ メ ラが 出 品

され た 。 これ に 対 し,ド イ ツや 米 国 側 は35ミ リ カメ ラで は コ ンタ フ レ ック ス皿,

W型,ラ イ カ皿G型,ロ ー ラ イ フ レ ック ス4×4な どが メイ ンで 出展 され た。

カ メ ラセ ン ター は1957年 頃 に最 盛 期 を迎 え た 。所 長 は 三代 目の 三 井氏 が就 任



「

98(432)第158巻 第4号

して い た 。 日本 カ メ ラの 輸 出 が急 速 に伸 び て,米 国 市 場 だ け で な く欧 州 そ の他

に も進 出 しは じめ た。 セ ン ター の予 算 は3,000万 円,.政 府 の補 助 金 は1,500万 円

と な り,輸 出 の 増 加 に よ って カ メ ラ業 界 に力 が つ き補 助 金 が 分 担 金 の 半 分 に

な っ た。

1957年8月 初 め て 日本 の対 米 輸 出 額(月 度)が ドイ ツ を上 回 った が,一 時 的

な もので,ド イ ツの必 死 の巻 き返 しが あ り,そ の後 日独 の シー ンゲ ー ム が展 開

され た。1961年 か ら 日本 の輸 出額 が ドイ ツを上 回 り続 け る よ う に な ったLD。

1957年7月1957年 琴..旦

西 ドイ ツ924,000ド ル558,788ド ル

日 本596,000ド ル590、149ド ル

日本 製 品 は 米 国市 場 で ア ンチ ・ダ ン ピ ン グ活動 や ドイ ツの 競争 にお い て積 極

的 に 取 り組 ん だ が,模 倣 問題 は 依 然 と して 残 っ て い た 。 ドイ ツ側 か ら持 ち上

が った 模 倣 問 題 の 一つ は次 の通 りで あ る。

ヤ シ カ4×4二 眼 レフ の色 彩 が ドイ ツの ロー ライ4×4を 模 倣 した との抗 議

が だ され た 。 ロー ライ4×4は ベ ス ト判 フ ィ ルム を使 用 す る4x4二 眼 レ フで,

米 国市 場 で 非 常 な 好評 を得 てい た 。 ヤ シ カの 製 品 は黒,白,青,赤 な どの ツー

トンカ ラーの モ デ ル を もっ た カ ラ フ ル機 種 で,し か も価 格 は ロ ー ラ イの 半分 以

ドで販 売 され た 。 当 然 売 れ 行 きが 好 調 で あ った 。 「ヤ シ カ4x4は ロー ライ4

×4の 色 彩 を模 倣 して い る。 これ は不 公 平 な競 争 で あ る。」 との告 訴 が な さ れ

た 。 カ メ ラは レ ンズ と シ ャ ッター の た め の暗 箱 に よ る構造 な ので ど こまで が独

創 で ど こまで が 模 倣 で あ る か とい う限界 は は つ りしな い 。 この た め この種 の模

倣 へ の抗 議 は政 治 的 決 着 で しか結 論 が 出せ な い場 合 が 多 い 。 ロー ライ は デザ イ

ン よ りも見 た 日で は っ き り分 か る色彩 を抗 議 の対 象 に した の だ ろ う。 ヤ シ カ側

は この抗 議 を 断固 突 っぱ ね る態 度 に で た 。 こ の論 争 は長 期 間継 続 し,日 本,水

国,ド イ ツの新 聞 に報 道 され た 。 そ の結 果 ヤ シ カ の 名前 が 世.界中 にPRさ れ,

ヤ シ カ に と って思 わ ぬ チ ャ ンス とな った 。一 年 後 結 局 ロー ラ イ側 が 告訴 を と り

1D「 世界の日本カメ列92ペ ージ。
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さげ た。 しが しなが ら 日本 製 カ メ ラが ドイ ツ製 品 等 をま ね た もの だ とい う印象

をす べ て清 算 をす る こ とは で きなか った。

日本 カ メ ラ輸 出 市 場 につ い て は,米 国市 場 の 比 率 が 年 々 上 昇 して い っ た。 そ

の 比 率 は 全 輸 出量 に対 し て,195/'1=16.2%,55年30.8%,56年40.2%,57年

56.6%の 増 加 を示 して い る。

国 内 市場 で は カ メ ラ生 産 の 最 大 の 国 で あ る ドイ ツか ら の輸 入 が 年 々 減 少 し,

逆 に 日本 製 カ メ ラが ドイ ツへ 輸 出 され.るよ うに な っ た。 日本 カ メ ラ産 業 の 成 長

ぶ りが 明 白 にな って きたL%

〈ドイ ツか ら の 日本 へ の 輸 入>

1956年24,877台(約2,500,000ド ル)

1957年8,788台(約789100Dド ル)

〈日本 カ メラ の ドイ ツへ の 輸 出>

1956年455台(約6,⑪00ド ル)

1957年6226台 〔約59,000ド ル)

この著 しい発 展 の 要 因 は,日 本 の カ.メラ 産業 が 〔1〕工 作 機 械 等 の 設備 へ の 強力

な投 資 意 欲 を もち,〔:2:}厳格 な 輸 出検 査 や1958年 か ら新 し く写 真機1:業 会 内 に設

け られ た意 匠,価 格 両 委.員会 に よ る厳 重 な チ ェ ック処 置 な どに よ る もの と考 え

る。

この よ うな 日本 カ メ ラ業界 の努 力 に よ り,日 本 製 カ メ ラの 品 質が 向 上 し,価

格 面 で も安 く,ア フ ター サ ー ビス面 で も充 実 して きた の で,米 国市 場 で の 人気

が 上 が り,日 本 側 のPRキ ャ ンペ ー ン も功 を奏 し 日本 製 カ メ ラの 地 位 は確 固 た

る もの にな った 。 米 国市 場 で も日本 の 方 メ ラ メー カー と取 引 して い る米 国 の 業

者 団 体 が 団 結 して 日本 製 カ メ ラの 対 米 輸 出振 興 と取 引 の改 善 を積 極 的 に進 め よ

うとす る動 きが起 こ っ た。 日本 光 学 の デ ィ ス トリ ビ ュー ターで あ るエ ー レ ン ラ

イ ヒ氏 を 中 心 に 十数 の業 者がAVIDと い う機 関 を設 け,1.958年 半 ば 頃か ら,

ニ ュー ヨー ク ・カ メ ラ セ ンタ ーの 業 務 を支 援 し始 め た。 この 団体 はPRだ けで

12)r世 界の日本カメラ」116ページ。
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な く 「日本 製 カメ ラそ の他 を扱 う米 国 の 輸 入 業 者 や 配給 業 者 が 当面 す る最 も重

要 な問 題 は.何か 」 とい う調 査 を し,そ の 結 果 を 発 表 した 。共 通 した指 摘 を重 要

度 順 に な らべ る と次 の通 りで あ る。

a.日 本 製 カ メ ラは モ デ ル チ ェ ンジが 余 りに も頻 繁 過 ぎる 。 ま た カ メ ラの モ

デ ルや ブ ラ ン ドが 混 乱 を来 す こ とが 非 常 に 多 い 。 機種 の生 産 中止 が 余 り

に も早 過 ぎ る。

b,日 本 で の過 剰 生 産 と米 国 に対 す る過 剰 輸 出

c.利 益 が 適 切 で ない こ と及 び値 くず れ

d.正 規 ル ー ト以 外 か らの 輸 入

e .デ ザ イ ンや ア イデ ィアの模 倣

f.確 実 な デ リバ リ.一の見 通 しもっ か な い以 前 に お け る新 製 品 の 発 表

こ の調 査 は 日本 メー カー の輸 出努 力 の今 後 の 課題 に な った 。

V輸 出 マ ー ケ テ ィン グ ・ミ ック ス と カ メ ラ産 業

世 界 で 知 られ て い なか っ た 日本 カ メ ラ メー カーが,非 常 に短 期 間 の うち に 世

界市 場 の 中で 最 も恐 るべ き競 争 者 と して 出現 を した こ とは,歴 史 に残 る記 録 的

事 件 で あ った 。 日本 カメ ラ メ ー カー は先行 者 の ドイ ツ と米 国 の 競 争 関 係 と変 化

す る 市 場 状 況 とに 直 面 しな が ら,世 界 市場 を突 き進 ん で い った 。 日本 カ メ ラ

メ ー カー の 輸 出 市場 で の成 功 は,輸 出 市場 の 各 成長 段 階で の マー ケ テ ィ ング ・

ミ ック.ス(製 品,価 格,デ ィ ス トリ ビュー シ ョン,販 促)の 効 率 的 統 合 に よ っ

て成 し遂 げ られ た 。西 欧で カメ ラが 誕 生 して 日本 には翌 年 に渡 来 した 。 カ メ ラ.ウ

が 日本 に渡 来 して 第 二次 世.界大 戦 まで の 長 期 間,日 本 は米 国 につ ぐカ メ ラ輸 入

国で あ った 。 カ メ ラへ の 国 内需 要 は存 在 した が,金 持 ち の上 流 階 級 に限 られ て

い た。 事 実,カ メ ラは 日本 が 第 二次 世 界 大 戦 後 経 済繁 栄 した後 一 般 の 人 々 に も

手 が届 くよ う に な った 。 第 「次 世界大 戦 後 す ぐに輸 出 が 開始 され た。 第 皿A(2)

章で 述 べ た よ う に 日本 に駐 留 した米 軍 中央 購 買局(CPO)が 日本 の輸 出 ター

ゲ ッ トで あ っ た。 このCYOへ の特 殊 な輸 出 は期 間が 限 られ て い たが カ メ ラ産
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業 に と って は次 の発 展 と輸 出 の成 功 へ 大 き な イ ンパ ク トを与 え た。 輸 出 市 場 で

の輸 出 のパ ター ン と 市場 の状 況 に よ っ て1945年 一65年 の20年 間 を大 き く2つ の

期 間 に分 けた い 。CYOへ の輸 出 の開 始 か ら 日本 の カメ ラメ ー カー 自身 の 力 あ

るい は組 合 の援 助 で 輸 出市 場 へ の 手 掛 か りを確 立 す る まで の期 間 を 消 極 的段 階

と位 置 づ け た い。 この消 極 的段 階 以 降 の期 間 を積 極 的 期 間 と した い 。 この2つ

の段 階 は各 々際 立 った 特徴 が み られ る,,戦 後20年 の カ メ ラ メー カ ー の成 長 及 び

輸 出 マ ー ケ テ ィ ングの 発展 を次 に論 述 してい きた い 。

(1)消 極 的 輸 出 マ ー ケテ ィ ン グ段 階

(且)積 極 的 輸 出 マ ー ケテ ィン グ段 階

(1)消 極的輸出マーケテ ィング段 階(1945年 一1953年)

1945年 ～ユ953年 の期 間 を 日本 カ メ ラ産 業 の 消 極 的 輸 出 の 時代 と位 置 づ けた い 。

この時 代 は,駐 留 軍 の 中古 カ メ ラの 修 理 か ら出 発 した 。好 意 的 な国 内 の マ ク ロ

環 境(GHQと 円本政 府 の積 極 的 な 態 度)に よ り,カ メ ラ産 業 は は じめ に米 国

駐留 軍 を ター ゲ ッ トと して ス ター トした 。 日本政 府 も戦後 カ メ ラ産 業 の 早急 な

復 興 を援 助 した 。 この 期 間 は この 産 業 の輸 出市 場 で の活 動 能 力 は資 源 と能力 に

限 りが あ っ た。 輸 出 市 場 の ニ ー ズ とウ ォ ンッ を特 に選 択 で きな つか た こ とが,

この段 階 で の 主 な 特 徴 で あ った 。

製 品 の 大 部 分 は 規 模 の小 さ な メ ー カ ー に よ って 他 の メー カー との ほ と ん ど同

一で 哀 別 化 さ れ ず に製 造 さ れ た
。 こ の段 階 で の 製 品 は コモ デ ィテ ィー と呼 び た

い 。 資 金 的,構 造 的 に 弱小 カ メ ラ メ ー カー は 自社 のPBや コー ポ レイ ト ・ア イ

デ ンテ ィテ ィー(CI)を 販促 の た め に率 先 して導 入 す る こ とは で きなか った 。

CPOの 買 い付 け の好 調 なマ ク ロ環 境 が 日本 の カ メ ラ メー カー の製 品へ の需

要 を生 み だ した。 戦 時 中の 日本 の軍 事 技 術 研 究 の 経 験 に よ って メ ー カ ー は,当

時 の需 要 に合 った 製 品 を提 供す る こ とが で きた 。 消 極 的輸 出で メ ー カ ー は力 を

つ け,日 本 経 済 の 中で そ の 重 要性 を増 した 。 そ の結 果 と して,日 本 政 府 か らカ

メ ラ メー カー は 税 金面 な どで好 意 的 な待 遇 を受 け た。 この段 階 で マ ー ケテ ィ ン
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グの チ ャネ ルにつ いて 考 慮 す る必 要 が な か っ た。 低 価 格 は 円本 の 製 品 で の主 な

特徴 で あ った。 低 労 働 コ ス トと多 数 の メー カ ー の存 在 が 日本 の 生 産 コス トを低

く し,製 品 を他 の輸 出 国 よ り低 価 格 に で きた 。消 極 的 輸 出 で 日本 の カメ ラメ ー

カー は輸 出市 場 で の足 が が りを 得 た 。

日本 カメ ラ製 品 は米 国 に戻 った軍 人 に よ っ て米 国 の 知 人 に紹 介 され た 。 そ の

結 果 次 の段 階 で 積極 的輸 出 の 開始 のた めの 良 好 な 条件 を作 り出 した。 消 極 的

輸 出段 階 で の 日本 カメ ラメ ー カ ー の成 功 は価 格 面 で は(1)低労 働 コ ス トに よ る低

価 格,製 品 面 で は② 戦 前 の 軍事 光 学 技 術,販 促 面で は〔3)日本 政 府 の バ ック.アッ

プ,販 売 チ ャネ ルで は(4)CYOの 買 い付 けの4つ の 要 素 の適 度 な統 合 に よ って

成 し遂 げ られ た 、 この 成功 は 国 内市 場 で のCPOか らの特 需が な けれ ば 不 ロr能

で あ った。 特 にCYOが 日本 の カ メ ラ を購 入 し始 め た 理 由 は,価 格 で な くサ ー

ビ ス保 証 で あ った 。 国 内 の カ メ ラは ドイ ツや 米 国 に比 べ て 品 質面 で は劣 る けれ

ど も部 品 の.ス トックや 素早 い修 理 が あ った の で ,米 国 軍 人 は輸 入 カ メ ラ よ りも

日本 製 カ メ ラを 購 入 した。 要 約 す る と,適 切 な価 格 とサ ー ビス保 証 の 統 合 が 日

本 の カメ ラに は あ っ た。 こ の適 切 な価 格 とサ ー ビス保 証 の 統 合 に よ って 日本 カ

メ ラ の 品 質 の 劣 っ て い る 面 を克 服 で き た。 この段 階 で の 製 品 は特 別 な 特 徴 が

あ った わ けで な く,こ の統 合力 に よ って 日本 製 品 は消 費 者 に よ って プ ル され 購

入 さ れ た。

(H)積 極 的輸 出(1954年 一1965年)

積極 的輸 出 は,日 本 カ メ ラが輸 出市 場 で 直 接 各 社 で マ ー ケ テ ィング 活動 を 開

始 した時 点 か らス ター ト した 。実 際積 極 的 輸 出 は,総 輸 出 量 の 中 のCYOへ の

輸 出 シ ェア ーが 減 少 す る こ とが予 測 され た1954年 時 点 で 開 始 した 。積 極 的輸 出

段 階 は,さ ら に3つ に分 け られ る。 この段 階 で は,マ ー ケ テ ィ ング ・ミ ック ス

の統 合 力 の 市場 状 況 に お け る達 成 度 に よ って 区 分 さ れ た。

(1)自 発 的(Unsolicited)輸 出 マ ー ケ テ ィ ング段 階(1954年 ～1957年)

朝 鮮 戦 争 の終 了 後,駐 留 米 国 軍 人 が帰 国 した ので 近 い 将 来 ,CPO販 売 は減
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少 す る こ とが 明 白 にな った。 ま もな くや って きたCPOの 販 売 の減 少 に よ って,

日本 はCPO以 外 の 海外 市 場 を 自発 的 に求 あ て い か ね ば な らなか っ た。1956年

.当時 の輸 出 のほ とん どはCPOの 販 売 の 残 りで あ った 。 海外 か ら の注 文 は 日本

カ メ ラを試 験 的 に購 入 した にす ぎなか った 。 帰 国 した 米 国 軍 人 に よ っ て紹 介 さ

れ た 日本 カ メ ラ は米 国輸 入業 者 に よ って 輸.入され た 。 日本 カ メ ラ は品 質 の 低 さ

と米 国 市 場 で の.認知 の低 さ のた め 米 国 輸 入 業 者 は 日本 カ メ ラ を 大量 に輸 入 す る

こ とをた め ら って い た。 自発 的 輸 出 マ ー ケ テ ィ ン グ段 階で はCPO販 売 の 縮小

と 日本 の市 場 の 飽 和 状 態 に直 面 し,日 本 カ メ ラ メー カー は 製 軸 を輸 出 市 場 に

プ ッシ ュ してい か な けれ ぽ な らなか った 。

CPU販 売 を通 じて,日 本 カメ ラはPBとOEM製 品 で デ ィ ・コ モ デ ィテ ィ

化(commodity)さ れ 輸 出 され た 。 価 格 戦 略 の]的 の1つ は,市 場 シ ェ アの 拡

大 で あ る。 シェ アの 拡 大 は 国 内 の マ ク ロ と ミク ロの 経 済 の 良好 な状 況(低 労 働

コ.スト,多 数 の メー カー,.ド 請 け)に よ って 可 能 にな る。 日本 の メ ー カ ーサ イ

ドか らは意 図 的 にPR活 動 は してい ない が,退 役 米 国 軍 人 の個 人的 意 見 がPR

に な った 。 日本 メー カー は最 初 の市 場 目標 と して 米 国市 場 を選 んだ 。

日本 と比 較 して 西 欧特 に米 国 で の カ メ ラ市 場 は 大 き く,米 国 の人 々 は裕福 で

あ った の で カ メ ラを容 易 に購 入 で きた 。 ベ ル トコ ンベ ア ー方 式 に よ る大 量 生 産

に よ り,日 本 カ メ ラ メー カ ー は ドイ ツや 米 国 よ り製造 コ ス トを ダ ウ ンさ せ,そ

の 結 果 カ メ ラの価 格 で の輸 出競 争 力 で 輸 出市 場.の広 い セ グ メ ン トへ の ア プロ ー

チ をす る こ とがで きた。

もう1つ の トー タル マ ー ケ ッ トを 拡 大 す る広 い セ グ メ ン トの ア プ ロー チ の た

め の 戦 略 は 日本 製 品 の市 場 占拠 価 格 戦 略 で あ る。 こ の戦 略 は大 衆 を ター ゲ ッ ト

に して 「米 国 の消 費 者が い くらな ら買 うか」 消 費者 の購 買 力 を分析 した 。 日本

メー カー は 日本 政 府 当 局(ジ ェ トロの マ ー ケ ッ ト調 査)か ら詳 しい マ ー ケ ッ ト

情報 に よ って,米 国市 場 の 状 況 を 知 る こ とが で き た。 これ らの 調査 に よ って消

費 者 が カ メ ラを い く らで 購 入 す るか 判 断 して,そ の価 格 に合 わ す為 に コス トを

切 り詰 め た。 輸 出市 場 の マ スセ グメ ン トの た め に適 正 価 格 の カ メ ラを は提 供 す
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る1つ の ア プ ロ ーチ で あ った 。

(2)限 られ た 輸 出 マ ー ケ テ ィン グ段 階(1958年 ～1960年)

.こ こで カ メ ラ メー カは 規 則 的 に 輸 出 を 開 始 し,よ り緻 密 に輸 出 マ ー ケ テ ィ ン

グ ・ミ ックス の基 礎 を固 め た 。 この段 階 で 日本 の カ メ ラ は完 全 なPBとOEM

(シ ア ー ズ の カ タ ロ グに 日本 の カ メ ラが 掲 載 され た)に よ って デ ィ ・コモ デ ィ

テ ィ化 され た 。 カ メ ラ メー カ ー は市 場 シェ ア を拡 大 す るた め に市 場 占拠 価 格 戦

略 を継 続 した 。 ラ イバ ル の ドイ ツ と米 国 の メ ー カー に よ って 日本 製 品 は両 国の

模 倣 だ とい う攻 撃 が,逆 に 日本 の メ ー カ ー の製 品改 良 と多様 化 を促 進 させ た。

国 内 で は カ ～{ラ市 場 が 飽 和 状 態 に な り,メ ー カ ーが 生 き延 び る道 は 輸 出依 存

で あ っ た。 二 眼 レフ は 限 界 点 に達 して い た ので,メ ー カー は,新 し く35mm

を生 産 す る よ うに な った 。 日本 メー カ ー が 米 国市 場 浸 透 戦 略 を重 要視 し,日 本

製 品 各 々 に型や モ デ ル を多 くす る製 品 多 様 化 を 用 い た。 製 品 多 様 化 に よ り市場

の ニー ズ と ウ ォ ン ツに応 じる こ とが で き,様 々 な広 い消 費.者層 に売 り込 む ζ と

が で きた。 製 品 の種 類 が 多 い こ とが,流 通 チ ャネ ル の拡 大 を容 易 に した 。

疑 い もな く この改 良 と多 様 化 が 日本 メ ー カ ー の輸 出成 功 の 主要 な 要 因で あ っ

た 。 日本 カメ ラメ ー カー は 輸 出 市場 でPRキ ャ ンペ ー ン を開 始 した 。 この キ ャ

ンペ ー ンは 日本 製 品 の 模 倣 問 題 の 解 消 の た めだ けで な く,日 本 カ メ ラを さ らに

広 く海外 市 場 へPRす るた め で もあ っ た。APIDの 設 立 で,こ の段 階か らP

R活 動 は広 い範 囲 で ロf能に な った 。 さ ら に新 聞広 告 で 日本検 査 協 会 の 輸 出 に対

す る厳 しい検 査 を消 費 者 に ア ピー ル し,日 本 製 品 に対 す る安 心感 と信 用 を高 め

た 。

この段 階 で の もう一 つ の特 徴 は 米 国輸 入業 者 の選 択 にあ った。 ドイ ツ に対 抗

して米 国市 場 で は,輸 入 業 者 と して有 力 なユ ダ ヤ系 商 社 を選 択 した こ と も有 利

で あ った。 デ ィ ・コモ デ ィテ ィー化 され た 製 品 も市 場 占拠 戦 略価 格,PRキ ャ

ンペ ー ン と輸 入 業 者 の 選択,こ の3つ の要 素 を適 度 に統 合 した こ とが,日 本 カ

メ ラの輸 出 競 争 力 を 高 め た 。 日本 カ メ ラ製 品 は,海 外 輸 入業 者か らイ ンポ ー ト

プル され た 。
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第6表 日本 の 中小 カメ ラメ ー カーの 輸 出マ ー ケテ ィ ング ・ミ ックス の発 展
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L消 極的輸出段階

..一一2一......

(/945年 一1953年) ◎ △ △ ◎ ◎ ○ ◎
品質管理が不徹底

ドイツの模倣

CPO特 需向け輸出

II.積 極的輸出段 階 写真機工業会設立
1,自 発 的輸 出段 階 チャネルが確立せず
Unsolicited.St ○ ○ o ○ O ◎ ② ○ o △ ジ ェ トロ,C.セ ン タ ー 設 立

(1954年 一1957年) 第1回 力.メラ シ ョウ(N.Y>

品質管理徹底(検 査協会1

2.限 られ た輸 出段階

「 内.... ....一

APID設 立 ・

Limited、St ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ △ デザ イ ンセ ン ター 発足

〔1958年1960年)

3.広 範な輸出段階 輸出高で ドイツ抜 く
Extensiv.St ◎ ◎.◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ カメラ技術研究組合

(1961年 一1965年)

◎ 印:マ ーケテ ィング ・ミックス上の重要度が最 も大 きい

1こ:印:〃 大 きい

ム印:ウ 多少ある

無印:ウ ほ とんどない

※統合力とば,価 格 に品質 とサービスを統合 した力。
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(3)拡 大 す る輸 出 マ ー ケ テ ィ ング段 階(196ユ 年 一 ユ965年)

この段 階 で は,日 本 の カ.メラ メ ー カー はマ ー ケ テ ィ ング ・ミ ック ス要 素 を次

第 に広 範 囲 に使 用 した 。 第 二次 世 界大 戦 後 の 日本 カ メ ラ産業 を支 え た大 多 数 の

中小,弱 小(四 畳 半)メ ー カ ー は,輸 出.市場 と同様 の 国 内で の厳 しい 輸 出競 争

に敗 れ た 。.成功 した メ ー カ ー はOEMとPB製 品 を輸 出 し,製 品 改 良 と 多様 化

だ けで な く深 い研 究 と技 術 革 新 に よ って 消 費 者 の ニ ー ズ にあ った,新 製 品 を発

表 した 。 この段 階で マ ー ケ ッ トシ ェ アー を拡 大 す る た め の価 格 だ けで な く品質

とサ ー ビ ス とを統 合 し競 争 相 手 に対 抗 した 。

この段 階 で は 日本 カ メラ メ ー カ ー は米 国 の 輸入 業者 に限 って 製 品販 売 を依 頼

して い た が,い くつか の 日本 の有 力 メー カー は現 地 事 務 所 を開 設 し現 地 販売 を

も っ と効 率 的 に コ ン トロ ー ルで き る よ う にな った 。

この 段 階 で の 主 要 な マ ー ケ テ ィン グ ・ミッ ク スの特 徴 は製 品 面 で は〔:Dディ ・

コモ デ ィテ ィー化 され たOEMとPB製 品,価 格 面 で は② 市場 占拠価 格 戦 略,

販 促 面で は(3::PRキ ャ ンペ ー ン,チ ャ ネ ル面 で は働 デ ィス トリビ ュー シ ョンの

選 択 の4つ の 要 素 の統 合 で あ っ・た 。 この 統 合 で 輸 出市 場 で の 日本 の カ メ ラの競

争 力 が 高 ま り,輸 入 業 者 の 引 き合 い を受 け る よ うに な った 。

日本 カ メ ラメ ー カ ー に は確 か に製 品志 向 は み られ るが,米 国企 業 よ り もその

傾 向 は 薄 い。 日本 メー カー は顧 客 の徹 底 的 な研 究,製 品 発売 以 前 の調 査,絶 え

まな い 製 品改 良 に よ り多 くの 時 間 を割 い て い る。 彼 ら は製 品,技 術 中心 よ り も

む しろ市 場 や 顧 客 中心 で あ った 。
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